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1 

ᇹ１ራ ᚘဒሊ定のឯଓ

ᅦࠊޢは、྘ෙ原子力発ᩓ৑からのុᩉが30ɛˌᢒであることから、׎が定める「原子

力໎ܹが発ဃしたئ合にƓけるዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗをแͳするғ؏（è１᳏᳊᳔）」にԃまれていな

い。しかしながら、ᅦ޽ᇹ一原子力発ᩓ৑と同ಮのʙ૏がɢŷが一に発ဃしたئ合、ൢᝋ

ཞඞによっては、ൢ体ཞӍはቩ子ཞの放射性物質をԃǜƩᆰൢの一ׇ（ˌɦ「è2ȗルーム」

といƏ。）がᅦࠊޢにПᢋすることも考えられる。

本ᚘဒは、そのよƏなʙ७にᐱったئ合にƓいても、˰ൟሁにݣする放射線の影響をஇ

小とするため、「ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（原子力໎ܹݣሊዻ）」に基Ʈきᅦࠊޢ཯ᐯでᢤᩊ

ᚘဒを定めるものである。

ᇹ２ራ ᚘဒのݣᝋ

本ᚘဒは、྘ෙ原子力発ᩓ৑で放射性物質が原子໐ٳに放出されるʙ૏ሁが発ဃしたئ

合にƓいて、その放射性物質がȗルームとしてᅦࠊޢにПᢋすることがʖेされ、ӍはП

ᢋしたئ合にƓけるᢤᩊሁの方ඥを定めるものであり、φ体ႎにはഏ表にਫ਼ƛる᪮Ⴘをݣ

ᝋとし、ʙ૏ሁのᡲዂを受けたႺࢸから、˰ൟሁのᢤᩊがܦʕするまでのࣖݣにƭいて定

めるものとする。

なƓ、ȗルームのПᢋር׊にƭいては、原子力໎ܹ発ဃ଺のൢᝋவˑや࢟עの影響を大

きく受け、ʙЭに特定することが׉ᩊであることから、本ᚘဒは特定のғ؏をݣᝋとしな

い。

ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗ

è3（1+.1） 

 して、ਦᤆで定めるዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗ（1+.1）ݣϋの一部ғ؏にࠊが׎

を発出したئ合にƓけるᢤᩊሁの方ඥ

è ׎が数଺間ϋにғ؏を特定し、࢘ᛆғ؏の˰ൟሁのᢤᩊሁをܱ଀する。 

ᆰ間放射線量ྙのИ஖ᚨ定値Ჴ�00�Sv�᳢ 

ଔ஖᧸ᜱਜ਼ፗ

è�（1+.２） 

 して、ਦᤆで定めるଔ஖᧸ᜱਜ਼ፗ（1+.２）ݣϋの一部ғ؏にࠊが׎

を発出したئ合にƓけるᢤᩊሁの方ඥ

è が１ଐˌϋにғ؏を特定し、１ᡵ間ᆉ度ϋに࢘ᛆғ؏の˰ൟሁのᢤᩊሁをܱ׎ 

଀する。 

ᆰ間放射線量ྙのИ஖ᚨ定値Ჴ20�Sv�᳢

è 1+. にƭいては、 222 表Ჭ「1+. と᧸ᜱਜ਼ፗにƭいて」 Ӌༀ 
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ᇹᲭራ ᅦݣܹ໎ࠊޢሊ本部ሁ（໎ܹݣሊ本部ܴȷӲޅሁ）

原子力໎ܹの発ဃにˤƏऴإ収ᨼ७Ѭ、໎ ܹᜩ়本部ӏƼ໎ܹݣሊ本部（ˌɦ「ݣሊ本部

ሁ」といƏ。）の७Ѭは、原子力ʙಅᎍが定めるዬ࣯ʙ७のғЎƝとにഏのとƓりとする。

たƩし、໎ ሊ本部ᧈは໎ܹの७ಮにࣖじて必要とᛐめるときには、そのᣃ度ᐮೞࣖ変のݣܹ

ᣐͳ७Ѭをਦˋする。

１ ऴإ収ᨼ७Ѭ


1� ᣐͳ७Ѭ

。収ᨼሁを行Əإȷүೞሥྸ部ϋሁで、໎ܹにͳえるためのऴ໎᧸ޅൟࠊ

Ĭ ᝧ˓ᎍ ࠊൟޅ᧸໎ȷүೞሥྸ部ϋにƓけるᛢᧈのᎰにあるᎰՃ

ĭ ᣐ ͳ ऴإ収ᨼሁに必要なࠊൟޅ᧸໎ȷүೞሥྸ部ᎰՃ 

Į その˂ ӲޅȷғにƓいてࣖݣに必要なᎰՃをᣐፗすることができる。 


2� ᚨፗ基แ

྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓけるèऴإ収ᨼʙ७の発ဃをᙾ知したئ合 

è˱᝶Ⴤ྘ෙထでᩗ度ᲯࢊӍはᲯ強のעᩗが発ဃしたئ合


3� ഥ基แࡑ

ऴإ収ᨼʙ७の発ဃよるᘮܹが᠉ࣇであり、ʻࢸཞඞがफ化するᙸᡂǈがないئ合 

２ ᜩ়本部


1� ᣐͳ७Ѭ

Ĭ ᜩ়本部ᧈ үೞሥྸႳ

ĭ ᜩ়副本部ᧈ ࠊൟޅᧈ 

Į ನ ঺ ᜩ়本部に໎ܹᜩ়本部ܴ、ӲޅሁӏƼғ本部をፗく。 

į ᣐ ͳ ᇹ１ᣐͳ᳸ᇹ２ᣐͳ 


2� ᚨፗ基แ

྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓけるèᜩ়ʙ७の発ဃをᙾ知したئ合、Ӎはᜩ়ʙ७ᒉしくはè଀
ᚨ૤עዬ࣯ʙ७発ဃのऴإᡲዂを受けたئ合 

è 21� 表2 「Ӳዬ࣯ʙ७ғЎをЙૺする'#. の௒組ǈにƭいて（ᜩ়ʙ७をЙૺする'#.、଀ᚨ૤עዬ࣯ʙ७を

Йૺする'#.）」Ӌༀ 


3� ഥ基แࡑ

྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓけるᜩ়ʙ७ӏƼ଀ᚨ૤עዬ࣯ʙ७がᚐෞされたئ合

Ჭ ሊ本部ݣ


1� ᣐͳ७Ѭ 

Ĭ ݣሊ本部ᧈ ࠊᧈ 

ĭ ݣሊ副本部ᧈ 副ࠊᧈӏƼүೞሥྸႳ 

Į ನ ঺ ݣሊ本部に໎ܹݣሊ本部ܴ、ޅሁӏƼғ本部をፗく。 

į ᣐ ͳ ᇹᲭᣐͳ᳸ᇹᲮᣐͳ 


2� ᚨፗ基แ

྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓけるèμ᩿ዬ࣯ʙ७が発ဃしϋ᧚ዮྸ大ᐫが原子力ዬ࣯ʙ७ܳᚕを
発出したئ合Ӎはࠊᧈが必要とᛐめたئ合 

è 21� 表2 「Ӳዬ࣯ʙ७ғЎをЙૺする'#. の௒組ǈにƭいて（μ᩿ዬ࣯ʙ७をЙૺする'#.）」Ӌༀ 


3� ഥ基แࡑ

（。ഥもあるࡑのᙹ೉ሁによっては、部Ўႎܹ໎）。ሊがኳኽしたとЙૺされたときݣ࣯ܹࣖ໎


�� 本部ᚨፗӏƼࡑഥのᡫ知

本部をᚨፗӍはࡑഥしたときは、Ӳғその˂の本ࠊのೞ᧙ɳƼにჄ、᧙̞ע方行૎ೞ
᧙、ਦ定πσೞ᧙、إᢊೞ᧙ሁへᡫ知する。
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Ხ （ሁޅሊ本部ܴሁȷӲݣܹ໎）ሊ本部ሁの組織ӏƼᢃփݣ

ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（本ዻ）ӏƼᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（原子力໎ܹݣሊዻ）に同じ。 

Ჯ ғݣሊ本部ሁ（ғ໎ܹݣሊ本部ሁ）

ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（本ዻ）ӏƼᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（原子力໎ܹݣሊዻ）に同じ。 

ᇹᲮራ ᎰՃのᣐͳ७Ѭሁ（໎ܹݣሊ本部ܴȷӲޅሁȷғݣሊ本部ሁ）

྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓける原子力໎ܹにݣして、ݣሊ本部ሁの組織体Сをᄩᇌし、໎ܹ

ӏƼᢤᩊ৑ᢃփሁを行ƏᎰՃのѣՃӏࣖݣܹ໎、ሊをᡆᡮかƭႎᄩにܱ଀するためݣ࣯ࣖ

Ƽᣐͳを行Ə。

１ ሊ本部ሁのᣐͳ७Ѭݣ

。ሊ本部ሁの७Ѭは、ɦ表に基Ʈきᣐͳを行Əݣ

なƓ、ᣐͳ人Ճは、ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（本ዻ）のᣐͳ७Ѭ（ᇹ１からᇹᲮ）をแ用する

が、ᜩ়本部ᧈӍはݣሊ本部ᧈは໎ܹの७ಮにࣖじてӲ部のᣐͳ人Ճをفถすることがある。

本部 ७Ѭ ᪮ Ⴘ ϋܾ

㆙
ᡄ
ᮏ
㒊

ᇹ
１
ᣐ
ͳ

発ˋ基แ 
྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、ᜩ়ʙ७の発ဃをᙾ知したئ合Ӎはᜩ়ʙ७発ဃのᡲዂ

を受けたئ合 

ᣐͳにƭく 

ᎰՃ 

ȷऴإ収ᨼӏƼˡᢋに必要な人Ճ 

ȷɥ位७Ѭᆆ行へのѣՃがᡮやかにܱ଀できる人Ճ 

ಅѦ̊ᅆ 
ȷ׎、ჄӏƼʙಅᎍからのऴإ収ᨼ  

ȷࠊൟሁへのऴإˡᢋ 

ȷその˂の෇ѣ 

ᇹ
２
ᣐ
ͳ

発ˋ基แ ྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、଀ᚨ૤עዬ࣯ʙ७発ဃのᡲዂを受けたئ合 

ᣐͳにƭく 

ᎰՃ 
࣯ࣖ෇ѣแͳがӧ能な人Ճ 

ಅѦ̊ᅆ 

ȷ׎、ჄӏƼʙಅᎍからのऴإ収ᨼ 

ȷ࿢ؾȢニタȪングのܱ଀（μ᩿ዬ࣯ʙ७発ဃࢸ） 

ȷࠊൟሁへのऴإˡᢋ          ȷჄᜩ়本部への要Ճ෉ᢔ 

ȷμ᩿ዬ࣯ʙ७にͳえたแͳ 

ᑐ
⟇
ᮏ
㒊

ᇹ
Ჭ
ᣐ
ͳ

発ˋ基แ 
྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、μ᩿ዬ࣯ʙ७が発ဃしϋ᧚ዮྸ大ᐫが原子力ዬ࣯ʙ७ܳ

ᚕを発出したئ合Ӎはࠊᧈが必要とᛐめたئ合 

ᣐͳにƭく 

ᎰՃ 
 できる人Ճࣖݣൟのᢤᩊ受λれሁにҗЎࠊ޽ϋᡚᢤ、ነދൟのࠊ

ಅѦ̊ᅆ 

ȷ׎、ჄӏƼʙಅᎍからのऴإ収ᨼ ȷ࿢ؾȢニタȪングのܱ଀ 

ȷ໎ܹ࣯ࣖ෇ѣ ȷዬ࣯଺ȢニタȪングへの要Ճ෉ᢔ 

ȷ໎ܹݣሊμᑍ ȷދϋᡚᢤแͳȷދϋᡚᢤを˰ൟへˡᢋ 

ȷᎰՃの᧸ᜱ஌ᣐࠋ ȷᢤᩊ৑᧏ᚨȷᢃփ（ነࠊ޽ൟの受λれ） 

ȷܤ定Ȩウእдᣐئ˟ࠋᚨփȷᣐࠋ体Сನሰ

ᇹ
Ხ
ᣐ
ͳ

発ˋ基แ 
྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、μ᩿ዬ࣯ʙ७が発ဃしϋ᧚ዮྸ大ᐫが原子力ዬ࣯ʙ७ܳ

ᚕを発出したئ合で、μࠊႎに࣯ࣖ෇ѣをܱ଀する必要があるئ合 

ᣐͳにƭく 

ᎰՃ 
 できる人Ճࣖݣൟの一଺ᆆ᠃ሁ、࣯ࣖ෇ѣμᑍにҗЎにࠊ

ಅѦ̊ᅆ 

ȷ׎、ჄӏƼʙಅᎍからのऴإ収ᨼ ȷ࿢ؾȢニタȪングのܱ଀ 

ȷ໎ܹ࣯ࣖ෇ѣ ȷዬ࣯଺ȢニタȪングへの要Ճ෉ᢔ 

ȷ໎ܹݣሊμᑍ ȷ一଺ᆆ᠃ሁを˰ൟへˡᢋ 

ȷȐスሁによる˰ൟの一଺ᆆ᠃ 

ȷᢤᩊ৑᧏ᚨȷᢃփ（一଺ᆆ᠃ሁをܱ଀する際のࠊൟの受λれ） 
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２ ᢤᩊ৑ᢃփሁのᣐͳ७Ѭ

原子力໎ܹ発ဃ଺には、ᢤᩊ৑の᧏ᚨ数がႻ࢘数にɥることはもとより、ᧈ஖間の᧏

ᚨを˷Βなくされることがʖेされるئ合にͳえる。

また、ነࠊ޽からのᢤᩊᎍ受けλれにƭいても考慮する必要がある。

ሊ本部ሁは、このことをҗЎに៊まえ、ᢤᩊ৑のᢃփሁにあたるࣖੲ要ՃとしてӲ部ݣ

ӏƼᢤᩊ৑を᧏ᚨしていないғのᎰՃの෉ᢔをਦᅆする。 

Ჭ ᣐͳの方ඥ

ᚘ໎᧸؏עࠊޢӏƼᢤᩊ৑ᢃփሁに必要なᎰՃを৭੮し、「ᅦࣖݣܹ໎、ሊ本部ሁはݣ

ဒ」（本ዻ）にแじてᣐͳ७Ѭをਦˋする。 

ᇹᲯራ ᢤᩊሁに必要なऴإの収ᨼӏƼᡲዂ体Сのᄩ̬（໎ܹݣሊ本部ܴ）

、ӏƼჄ׎、ሊ本部ሁは、ᢤᩊሁを行ƏためのЭ੩となる原子力໎ܹのཞඞሁにƭいてݣ

ɳƼにè原子力ʙಅᎍሁからऴإの収ᨼを行Əとともに、᧙̞ೞ᧙とのᡆᡮなᡲዂ体Сのᄩ

̬、ऴإϼྸの体Сをᄩᇌするものとする。 

èʋ߸ᩓ力にƭいては、「原子力᧸໎に̞るᅦޢჄൟのܤμᄩ̬に᧙するң定୿」ᇹ２வに基Ʈくᡲዂあり。

ᇹᲰራ ዬ࣯଺ȢニタȪングሁ（໎ܹݣሊ本部ܴȷ̬ͤҔၲޅȷ࿢ޅؾȷෞ᧸ޅ）

、合ئሊ本部ሁは、྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて原子力໎ܹが発ဃしたことをᙾ知したݣ

ഏにਫ਼ƛるè� ዬ࣯଺ȢニタȪングሁのܱ଀をਦᅆする。 

ỉ ӏƼჄ、ɳƼに原子力ʙಅᎍሁがܱ଀するᆰ間放射線量ྙӏƼ放出された放射性物質の׎

è� 同定にƭいてのऴإ収ᨼ 

ỉ 「ᅦޢჄዬ࣯଺ȢニタȪングᚘဒ」に定めるң力要ᛪに基ƮくᎰՃの෉ᢔ 

ỉ  ȢニタȪングؾがܱ଀する࿢ࠊ

１ Ⴤがܱ଀するዬ࣯଺ȢニタȪングへの要Ճの෉ᢔ（࿢ޅؾ） 

ሊ本部ሁはჄからのң力要ᛪがあったときは、Ⴤがܱ଀するዬ࣯଺ȢニタȪングにݣ

要Ճを෉ᢔし、ᆰ間放射線量ྙのย定、࿢ؾᚾ料の੔ӕȷᢃ੿ሁにң力するものとする。

 （ޅ᧸ȷෞޅؾȷ࿢ޅሊ本部ܴȷ̬ͤҔၲݣܹ໎）ȢニタȪングؾがܱ଀する࿢ࠊ ２

するため、ǵーベイȡータを෇用してᆰ間ܦሁがܱ଀するዬ࣯଺ȢニタȪングをᙀ׎

放射線量ྙのย定をܱ଀する。

ƂӲޅのǵーベイȡータᣐͳཞඞƃ

ဪ ӭ ᣐ ፗ ৑ ৑ ޓ נ ע  

 ᅕ１�Ჲ�１ټғځȷүೞሥྸ部 中໎᧸ ޅൟࠊ 1

2 ෞ᧸ޅ ிෞ᧸ፙ多ŷᑣ出ࢌ৑ ிғםʟ1�23�21 

3 ෞ᧸ޅ 中ځෞ᧸ፙ 中ځғ᢯の඾2���1 

� ᅦ̬ͤࠊޢ࿢ؾᄂᆮ৑ 中ځғע行ා2�1�3� 

è ෞ᧸ޅの࿢ؾȢニタȪングは、˂の໎ܹʙకࣖݣ଺はܱ଀しない。 

3 

Ხ （ሁޅሊ本部ܴሁȷӲݣܹ໎）ሊ本部ሁの組織ӏƼᢃփݣ

ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（本ዻ）ӏƼᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（原子力໎ܹݣሊዻ）に同じ。 

Ჯ ғݣሊ本部ሁ（ғ໎ܹݣሊ本部ሁ）

ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（本ዻ）ӏƼᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（原子力໎ܹݣሊዻ）に同じ。 

ᇹᲮራ ᎰՃのᣐͳ७Ѭሁ（໎ܹݣሊ本部ܴȷӲޅሁȷғݣሊ本部ሁ）

྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓける原子力໎ܹにݣして、ݣሊ本部ሁの組織体Сをᄩᇌし、໎ܹ

ӏƼᢤᩊ৑ᢃփሁを行ƏᎰՃのѣՃӏࣖݣܹ໎、ሊをᡆᡮかƭႎᄩにܱ଀するためݣ࣯ࣖ

Ƽᣐͳを行Ə。

１ ሊ本部ሁのᣐͳ७Ѭݣ

。ሊ本部ሁの७Ѭは、ɦ表に基Ʈきᣐͳを行Əݣ

なƓ、ᣐͳ人Ճは、ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ（本ዻ）のᣐͳ७Ѭ（ᇹ１からᇹᲮ）をแ用する

が、ᜩ়本部ᧈӍはݣሊ本部ᧈは໎ܹの७ಮにࣖじてӲ部のᣐͳ人Ճをفถすることがある。

本部 ७Ѭ ᪮ Ⴘ ϋܾ

㆙
ᡄ
ᮏ
㒊

ᇹ
１
ᣐ
ͳ

発ˋ基แ 
྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、ᜩ়ʙ७の発ဃをᙾ知したئ合Ӎはᜩ়ʙ७発ဃのᡲዂ

を受けたئ合 

ᣐͳにƭく 

ᎰՃ 

ȷऴإ収ᨼӏƼˡᢋに必要な人Ճ 

ȷɥ位७Ѭᆆ行へのѣՃがᡮやかにܱ଀できる人Ճ 

ಅѦ̊ᅆ 
ȷ׎、ჄӏƼʙಅᎍからのऴإ収ᨼ  

ȷࠊൟሁへのऴإˡᢋ 

ȷその˂の෇ѣ 

ᇹ
２
ᣐ
ͳ

発ˋ基แ ྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、଀ᚨ૤עዬ࣯ʙ७発ဃのᡲዂを受けたئ合 

ᣐͳにƭく 

ᎰՃ 
࣯ࣖ෇ѣแͳがӧ能な人Ճ 

ಅѦ̊ᅆ 

ȷ׎、ჄӏƼʙಅᎍからのऴإ収ᨼ 

ȷ࿢ؾȢニタȪングのܱ଀（μ᩿ዬ࣯ʙ७発ဃࢸ） 

ȷࠊൟሁへのऴإˡᢋ          ȷჄᜩ়本部への要Ճ෉ᢔ 

ȷμ᩿ዬ࣯ʙ७にͳえたแͳ 

ᑐ
⟇
ᮏ
㒊

ᇹ
Ჭ
ᣐ
ͳ

発ˋ基แ 
྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、μ᩿ዬ࣯ʙ७が発ဃしϋ᧚ዮྸ大ᐫが原子力ዬ࣯ʙ७ܳ

ᚕを発出したئ合Ӎはࠊᧈが必要とᛐめたئ合 

ᣐͳにƭく 

ᎰՃ 
 できる人Ճࣖݣൟのᢤᩊ受λれሁにҗЎࠊ޽ϋᡚᢤ、ነދൟのࠊ

ಅѦ̊ᅆ 

ȷ׎、ჄӏƼʙಅᎍからのऴإ収ᨼ ȷ࿢ؾȢニタȪングのܱ଀ 

ȷ໎ܹ࣯ࣖ෇ѣ ȷዬ࣯଺ȢニタȪングへの要Ճ෉ᢔ 

ȷ໎ܹݣሊμᑍ ȷދϋᡚᢤแͳȷދϋᡚᢤを˰ൟへˡᢋ 

ȷᎰՃの᧸ᜱ஌ᣐࠋ ȷᢤᩊ৑᧏ᚨȷᢃփ（ነࠊ޽ൟの受λれ） 

ȷܤ定Ȩウእдᣐئ˟ࠋᚨփȷᣐࠋ体Сನሰ

ᇹ
Ხ
ᣐ
ͳ

発ˋ基แ 
྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、μ᩿ዬ࣯ʙ७が発ဃしϋ᧚ዮྸ大ᐫが原子力ዬ࣯ʙ७ܳ

ᚕを発出したئ合で、μࠊႎに࣯ࣖ෇ѣをܱ଀する必要があるئ合 

ᣐͳにƭく 

ᎰՃ 
 できる人Ճࣖݣൟの一଺ᆆ᠃ሁ、࣯ࣖ෇ѣμᑍにҗЎにࠊ

ಅѦ̊ᅆ 

ȷ׎、ჄӏƼʙಅᎍからのऴإ収ᨼ ȷ࿢ؾȢニタȪングのܱ଀ 

ȷ໎ܹ࣯ࣖ෇ѣ ȷዬ࣯଺ȢニタȪングへの要Ճ෉ᢔ 

ȷ໎ܹݣሊμᑍ ȷ一଺ᆆ᠃ሁを˰ൟへˡᢋ 

ȷȐスሁによる˰ൟの一଺ᆆ᠃ 

ȷᢤᩊ৑᧏ᚨȷᢃփ（一଺ᆆ᠃ሁをܱ଀する際のࠊൟの受λれ） 
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Ჭ ࠊがܱ଀する࿢ؾȢニタȪングのܱ଀要᪸ 


1� ȢニタȪؾ合、࿢ئሊ本部ሁは、྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいてμ᩿ዬ࣯ʙ७が発ဃしたݣ

ングのܱ଀をਦᅆする。 


2� ࿢ؾȢニタȪングは、࿢ؾ放射線のཞඞに᧙するऴإ収ᨼと 1+. に基Ʈく᧸ᜱਜ਼ፗの

ܱ଀にˤƏЙૺ材料の੩̓、ɳƼに˰ൟӏƼ࿢ؾへの放射線影響のᚸ̖材料の੩̓にある

ことから、଺間ႎȷᆰ間ႎにᡲዓした放射線ཞඞのย定を行Əものとする。 


3� ࿢ؾȢニタȪングのᛇኬにƭいては別に定める。 

Ƃᅦࠊޢᡈᢸにᚨፗされているɼなᆰ間放射線量ย定ئ৑ሁƃ

ဪ ӭ ᚨ ፗ ئ ৑ 種 類 

1 原発から҅ி２ɛ ȢニタȪングȝスト 

 小学ఄ  Ŷ޽ྚ 2

3 ᅦӴ小学ఄ 
 Ŷ 

（Ȩウእǵンȗȩあり） 

� 引඾小学ఄ ȢニタȪングȝスト 

� Ⴤነ޽ዮ合࠻ᑀ  Ŷ 

� ᅦޢჄ࠻  Ŷ 

� ᅦޢჄ̬ͤ࿢ؾᄂᆮ৑  Ŷ 

� ʋ߸大学˙ᣃǭȣンȑス  Ŷ 

� ᅦ̬ͤࠊޢ࿢ؾᄂᆮ৑ 
ȷǵーベイȡータのᚨፗئ৑ 

ȷࠝ࠯଺にƓける࿢ؾ放射線量ย定ئ৑（１ ࠰ ׅܱ଀） 

10 中ځෞ᧸ፙ ǵーベイȡータのᚨፗئ৑ 

11 ிෞ᧸ፙ多ŷᑣ出ࢌ৑  Ŷ 

12 ᅦࢫࠊޢ৑（᧸໎ȷүೞሥྸ部）  Ŷ 

  

Ƃϻ̊ƃŠȢニタȪングȝスト 

    Ūǵーベイȡータによるย定（ࠊ） 
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ᇹᲱራ （ޅ᧸ሊ本部ȷෞݣሊ本部ܴȷғݣܹ໎）ˡᢋ෇ѣإൟሁへのႎᄩなऴࠊ

「ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ」（原子力໎ܹݣሊዻ）に同じ。 

ᇹᲲራ ᧸ᜱਜ਼ፗሁ（໎ܹݣሊ本部ܴȷӲޅሁȷғݣሊ本部）

（᠃ϋᡚᢤ、ᢤᩊӏƼ一଺ᆆދ）する᧸ᜱਜ਼ፗሁݣのਦᅆに基Ʈきܱ଀する、放射線に׎

は、ഏのとƓりとする。 

Ƃ᧸ᜱਜ਼ፗの්れƃ

ϋᡚᢤދ １

。ϋᡚᢤは、˰ൟሁがܾତに行Əことができるஊјな᧸ᜱਜ਼ፗのƻとƭであるދ

 ϋᡚᢤをਦᅆするので、˰ൟሁがஊјな放射線᧸ᜱދのਦᅆに基Ʈき׎、ሊ本部はݣ

をᄩܱに行えるよƏ、あらǏる৖െによりԗ知࣋ࡁを׋ること。 


1� ϋᡚᢤのਦᅆދ

Ĭ  ݣሊ本部は、ᇹᲱራ 「ࠊൟሁへのႎᄩなऴإˡᢋ෇ѣ」に基Ʈき、ދϋᡚᢤの࠼

ϋᡚᢤのދして、˰ൟሁのݣがਦ定するғ؏をԃǉғに׎、をܱ଀するとともにإ

 。をਦᅆするإ࠼ׅ߹

ĭ  ދϋᡚᢤのਦᅆを受けたғは、すǈやかにਦ定されたғ؏の˰ൟሁにދϋᡚᢤの

 。をܱ଀することإ࠼ׅ߹

Ƃދϋᡚᢤをਦᅆするئ合の̊ᅆƃ 

ȗルームがᅦࠊޢに੗ᡈӍはПᢋしたئ合 

からのᢤᩊሁのਦᅆሁが行ǘれるまでの間、放射線ᘮばくのȪスクを˯ถしながら׎

 合ئೞするࢳ

ᢤᩊӍは一଺ᆆ᠃をܱ଀すǂきであるが、そのܱ଀が׉ᩊなئ合 

᳉
᳃
᳆
１

ᢤ

ᩊ

᳉
᳃
᳆
２

一
଺
ᆆ
᠃

数଺間ϋにᢤᩊܦʕ

１ᡵ間ᆉ度の஖間ϋ
にᢤᩊܦʕ

ᢤ

ᩊ

᧏

ڼ

ᢤ

ᩊ

৑

ሁ

ᢤ

ᩊ

ᡚ

؏

଺

౨

௹

ᢤ
ᩊ
ȷ
一
଺
ᆆ
᠃
の
ਦ
ᅆ
ᶝ
׎
ᶞ

ȗ

ル

ᶌ

ム

の

੗

ᡈ

ȷ

ᡫ

過

ދ

ϋ

ᡚ

ᢤ

ދ

ϋ

ᡚ

ᢤ

の

ਦ

ᅆ

ᶝ

׎

ᶞ

原

子

力

໎

ܹ

発

ဃ

ˎ

ᚨ

˰

ܡ

ሁ

� 

Ჭ ࠊがܱ଀する࿢ؾȢニタȪングのܱ଀要᪸ 


1� ȢニタȪؾ合、࿢ئሊ本部ሁは、྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいてμ᩿ዬ࣯ʙ७が発ဃしたݣ

ングのܱ଀をਦᅆする。 


2� ࿢ؾȢニタȪングは、࿢ؾ放射線のཞඞに᧙するऴإ収ᨼと 1+. に基Ʈく᧸ᜱਜ਼ፗの

ܱ଀にˤƏЙૺ材料の੩̓、ɳƼに˰ൟӏƼ࿢ؾへの放射線影響のᚸ̖材料の੩̓にある

ことから、଺間ႎȷᆰ間ႎにᡲዓした放射線ཞඞのย定を行Əものとする。 


3� ࿢ؾȢニタȪングのᛇኬにƭいては別に定める。 

Ƃᅦࠊޢᡈᢸにᚨፗされているɼなᆰ間放射線量ย定ئ৑ሁƃ

ဪ ӭ ᚨ ፗ ئ ৑ 種 類 

1 原発から҅ி２ɛ ȢニタȪングȝスト 

 小学ఄ  Ŷ޽ྚ 2

3 ᅦӴ小学ఄ 
 Ŷ 

（Ȩウእǵンȗȩあり） 

� 引඾小学ఄ ȢニタȪングȝスト 

� Ⴤነ޽ዮ合࠻ᑀ  Ŷ 

� ᅦޢჄ࠻  Ŷ 

� ᅦޢჄ̬ͤ࿢ؾᄂᆮ৑  Ŷ 

� ʋ߸大学˙ᣃǭȣンȑス  Ŷ 

� ᅦ̬ͤࠊޢ࿢ؾᄂᆮ৑ 
ȷǵーベイȡータのᚨፗئ৑ 

ȷࠝ࠯଺にƓける࿢ؾ放射線量ย定ئ৑（１ ࠰ ׅܱ଀） 

10 中ځෞ᧸ፙ ǵーベイȡータのᚨፗئ৑ 

11 ிෞ᧸ፙ多ŷᑣ出ࢌ৑  Ŷ 

12 ᅦࢫࠊޢ৑（᧸໎ȷүೞሥྸ部）  Ŷ 

  

Ƃϻ̊ƃŠȢニタȪングȝスト 

    Ūǵーベイȡータによるย定（ࠊ） 
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2� のȝイントإ࠼

 。をܱ଀することإ࠼ϋᡚᢤは、ˌɦの᪮ႸにȝイントをƓいてјௐႎなދ

Ĭ ൢ݅性が᭗い࡫物ϋへのᡚᢤ（ᤧሂǳンクȪートᙌの࡫物をਖ਼ڜ） 

ĭ  ࡫物ϋに放射性物質をԃǜƩൢٳがλってくることを᧸ƙため、ᆸなどの᧏ӝ部

を᧍じ、੭ൢ৓の̅用を中ഥする。（特に 2� ଺間੭ൢをᚨፗしている˰ܡは、ᩓ

เスイッȁをßЏàにしていることにƭいてϐᄩᛐをするよƏにදॖնឪ） 

Į  ࡫物ϋでは、放射線の影響をஇ小とするため、ᆸやൢٳに੗しているُからᩉれ

るとともに、ӧ能なᨂりދϋの中࣎部にいること。 

į  ދϋᡚᢤࢸ、ᆰ間放射線量ྙのཞඞによっては、1+. に基Ʈくғ؏にਦ定され、

ᢤᩊӍは一଺ᆆ᠃のਦᅆが行ǘれることがあるので、ʻࢸのإ࠼ሁにҗЎသॖする

こと。 

İ  ދϋᡚᢤがਦᅆされている間のᢤᩊ（˂のئ৑へのᆆѣ）は、ʖेٳのᘮばくを

ਔくƓそれがありүᨖなので、཯ᐯのЙૺでᢤᩊを᧏ڼしないこと。 

２ ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗ（1+.１）が発出されたئ合にƓけるᢤᩊሁの方ඥ

ᅦࠊޢは、྘ෙ原子力発ᩓ৑から 30 ɛˌɥのុᩉがあることから、ࠊϋのᆰ間放射

線量ྙが �00�Sv�J をឬえるよƏな᭗いᆰ間放射線量ྙになり、ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗ（1+.1） の

ғ؏ਦ定を受けるʙ७にᐱるӧ能性は˯いと考えられるが、ɢが一、׎からዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗ

（1+.1）のғ؏ਦ定を受けるʙ७にᐱったئ合のᢤᩊにƭいては、ഏの一଺ᆆ᠃にƓける

ᢤᩊ方ඥをแ用する。

なƓ、ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗが発出されたئ合はᡆᡮなᢤᩊが必要となるので、Ӳ部はᡆᡮな

。が必要となるࣖݣ

Ჭ ଔ஖᧸ᜱਜ਼ፗ（1+.2）が発出されたئ合にƓける一଺ᆆ᠃の方ඥ

一଺ᆆ᠃は、ዬ࣯のᢤᩊが必要なئ合と比較してᆰ間放射線量ྙሁは˯いע؏ではあ

るが、ଐࠝဃ෇をዒዓしたئ合の໯用のᘮばくを˯ถするため、一定஖間のƏƪに࢘ᛆ

 。からᩉれるためܱ଀するものである؏ע

˰ൟሁにݣしては、「ዬ࣯にᢤᩊする必要はないこと。」「一଺ᆆ᠃は、1ᡵ間ᆉ度の஖間

がਦ定されるので、その஖間ϋにғ؏ٳのᢤᩊ৑ሁ（ᚃীܡሁをԃǉ。）にᆆ᠃すること。」をЎ

かりやすくᛟଢし、ฆʏの᧸ഥにѐめること。


1� 一଺ᆆ᠃のਦᅆ

Ĭ  ݣሊ本部は、ᇹᲱራ 「ࠊൟሁへのႎᄩなऴإˡᢋ෇ѣ」に基Ʈき、一଺ᆆ᠃の࠼

して、˰ൟሁの一଺ᆆ᠃のݣがਦ定するғ؏をԃǉғに׎、をܱ଀するとともにإ

。をਦᅆするإ࠼ׅ߹

ĭ  一଺ᆆ᠃のਦᅆを受けたғは、すǈやかにਦ定されたғ؏の˰ൟሁに一଺ᆆ᠃の

。をܱ଀することإ࠼ׅ߹

Į  一଺ᆆ᠃のਦᅆを行Ə際には、˰ൟሁのᘮばくをஇ小とするとともに、一଺ᆆ᠃

にˤƏฆʏを᧸ഥするため、ഏの᪮Ⴘをଢᄩにすること。
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ỉ 一଺ᆆ᠃が必要となるғ؏（原Щとしてఄғ単位） 

ỉ 一଺ᆆ᠃は、原Щとしてᐯܼ用៻のʈり合ǘƤによること。 

ỉ ᐯܼ用៻をМ用できない˰ൟሁがࠊሁがแͳするȐスሁをМ用するئ合のᨼ合ئ৑ 

ỉ ᢤᩊ৑までのɼ要なኺែ 

ỉ ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨のܱ଀ئ৑ 

ͤ ぶᡉᏯ➼に⛣㌿ࡿࡍሙྜについてࠊࡶ㑊㞴㏥ᇦ᫬᳨ᰝについてࡣᚲ࠺ࡼࡿࡅཷࡎにᣦ♧

ỉ ᢤᩊ৑（ఄғሁのǳミȥニȆǣを単位でਦ定） 


2� 一଺ᆆ᠃の方ඥ

Ĭ  ᢤᩊ৑までは、原Щ、ᡈᨩでʈり合ǘƤのƏえᐯܼ用៻の̅用をਦᅆすること。

ĭ  どƏしてもЭĬによるᆆ᠃ができない˰ൟሁにݣしては、ࠊሁがแͳするȐスሁ

でᢤᩊ৑までの᠞ᡛを行Ə。 

Į ݣሊ本部は、Ĭ、ĭのᢤᩊ৖െにьえ、合ྸႎな˂のʩᡫ৖െを෇用できるئ合

は、ཞඞにࣖじてその方ඥをਦᅆする。 


3� ᢤᩊ৑（一଺ᆆ᠃έ）までのɼ要ኺែ 

ᢤᩊ৑までは、一଺ᆆ᠃にˤƏʩᡫฑ๛のዼԧ、˰ൟሁにݣするᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇ

ତᨊ௨をᄩܱにܱ଀するため、ʙЭにኺែをਦ定するものとする。 

なƓ、ʩᡫฑ๛のዼԧを׋るため、Ⴤᜩݑやᐯᘓᨛとᡲઃし、ᢘЏなʩᡫᛔݰȷᙹСを

行Əものとする。 

Ƃɼ要ኺែƃ 

ỉ ᙱʋ߸ᐯѣ៻ᢊ᳸ᅦޢᣃࠊ᭗ᡮᢊែ 

ỉ  ᢊ 202 ӭ׎

ỉ  （࿢ཞᢊែٳޢᅦ） ᢊ 202 ӭ׎

ỉ  ᢊ Ჭ ӭ׎

ỉ ᅦࠊޢᢊҘˊʻܿ線 

 ᭗ᡮᢊែሁ     その˂ᢊែࠊᣃޢᢊ     ᅦ׎

� 


2� のȝイントإ࠼

 。をܱ଀することإ࠼ϋᡚᢤは、ˌɦの᪮ႸにȝイントをƓいてјௐႎなދ

Ĭ ൢ݅性が᭗い࡫物ϋへのᡚᢤ（ᤧሂǳンクȪートᙌの࡫物をਖ਼ڜ） 

ĭ  ࡫物ϋに放射性物質をԃǜƩൢٳがλってくることを᧸ƙため、ᆸなどの᧏ӝ部

を᧍じ、੭ൢ৓の̅用を中ഥする。（特に 2� ଺間੭ൢをᚨፗしている˰ܡは、ᩓ

เスイッȁをßЏàにしていることにƭいてϐᄩᛐをするよƏにදॖնឪ） 

Į  ࡫物ϋでは、放射線の影響をஇ小とするため、ᆸやൢٳに੗しているُからᩉれ

るとともに、ӧ能なᨂりދϋの中࣎部にいること。 

į  ދϋᡚᢤࢸ、ᆰ間放射線量ྙのཞඞによっては、1+. に基Ʈくғ؏にਦ定され、

ᢤᩊӍは一଺ᆆ᠃のਦᅆが行ǘれることがあるので、ʻࢸのإ࠼ሁにҗЎသॖする

こと。 

İ  ދϋᡚᢤがਦᅆされている間のᢤᩊ（˂のئ৑へのᆆѣ）は、ʖेٳのᘮばくを

ਔくƓそれがありүᨖなので、཯ᐯのЙૺでᢤᩊを᧏ڼしないこと。 

２ ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗ（1+.１）が発出されたئ合にƓけるᢤᩊሁの方ඥ

ᅦࠊޢは、྘ෙ原子力発ᩓ৑から 30 ɛˌɥのុᩉがあることから、ࠊϋのᆰ間放射

線量ྙが �00�Sv�J をឬえるよƏな᭗いᆰ間放射線量ྙになり、ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗ（1+.1） の

ғ؏ਦ定を受けるʙ७にᐱるӧ能性は˯いと考えられるが、ɢが一、׎からዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗ

（1+.1）のғ؏ਦ定を受けるʙ७にᐱったئ合のᢤᩊにƭいては、ഏの一଺ᆆ᠃にƓける

ᢤᩊ方ඥをแ用する。

なƓ、ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗが発出されたئ合はᡆᡮなᢤᩊが必要となるので、Ӳ部はᡆᡮな

。が必要となるࣖݣ

Ჭ ଔ஖᧸ᜱਜ਼ፗ（1+.2）が発出されたئ合にƓける一଺ᆆ᠃の方ඥ

一଺ᆆ᠃は、ዬ࣯のᢤᩊが必要なئ合と比較してᆰ間放射線量ྙሁは˯いע؏ではあ

るが、ଐࠝဃ෇をዒዓしたئ合の໯用のᘮばくを˯ถするため、一定஖間のƏƪに࢘ᛆ

 。からᩉれるためܱ଀するものである؏ע

˰ൟሁにݣしては、「ዬ࣯にᢤᩊする必要はないこと。」「一଺ᆆ᠃は、1ᡵ間ᆉ度の஖間

がਦ定されるので、その஖間ϋにғ؏ٳのᢤᩊ৑ሁ（ᚃীܡሁをԃǉ。）にᆆ᠃すること。」をЎ

かりやすくᛟଢし、ฆʏの᧸ഥにѐめること。


1� 一଺ᆆ᠃のਦᅆ

Ĭ  ݣሊ本部は、ᇹᲱራ 「ࠊൟሁへのႎᄩなऴإˡᢋ෇ѣ」に基Ʈき、一଺ᆆ᠃の࠼

して、˰ൟሁの一଺ᆆ᠃のݣがਦ定するғ؏をԃǉғに׎、をܱ଀するとともにإ

。をਦᅆするإ࠼ׅ߹

ĭ  一଺ᆆ᠃のਦᅆを受けたғは、すǈやかにਦ定されたғ؏の˰ൟሁに一଺ᆆ᠃の

。をܱ଀することإ࠼ׅ߹

Į  一଺ᆆ᠃のਦᅆを行Ə際には、˰ൟሁのᘮばくをஇ小とするとともに、一଺ᆆ᠃

にˤƏฆʏを᧸ഥするため、ഏの᪮Ⴘをଢᄩにすること。
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�� ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨

è� ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼè� ቇତᨊ௨にƭいては、「ᅦޢჄ原子力໎ܹ࠼؏ᢤᩊ基本ᚘ

ဒ」に基Ʈき、Ⴤによりܱ଀される。 


�� ᢤᩊ৑

原Щとして、྘ෙ原子力発ᩓ৑から �0 ɛٳחに位ፗするࠊᇌの小中学 （ఄ別表 1） をਦ

定するものとし、ӧ能なᨂりఄғሁのǳミȥニȆǣを単位として受λれできるよƏに

ᣐ慮するものとする。 


�� ᩉ޽˰ൟሁの一଺ᆆ᠃

Ĭ ᩉ޽の˰ൟሁは、ࠊփบᑔӍは๤ᑔሁによりਦ定されたลにᆆ᠃するものとし、 

๤ᑔሁがλลするลにƭいては、一଺ᆆ᠃のਦᅆを行Ə際にあǘƤてਦᅆする。 

ĭ ลからᢤᩊᡚ؏଺౨௹ئ৑ӏƼᢤᩊئ৑までは、ࠊሁがȐスሁをแͳするものと

する。
し   け 

Į ଺化ሁにより、ෙែによりがたいئ合は、Ⴤをᡫじてෙɥ̬࠻ܤのૅੲӍはᐯᘓ 

ᨛの໎ܹ෉ᢔを要ᛪする。 


�� 要ᣐ慮ᎍの一଺ᆆ᠃

Ĭ  要ᣐ慮ᎍのƏƪ、ᐯ力でのᆆ᠃がӧ能なᎍにƭいては、原Щ、ᡈᨩでʈり合ǘƤ

のƏえᐯܼ用៻の̅用を̟すものとする。

ĭ  要ᣐ慮ᎍのƏƪ、ᐯ力でのᆆ᠃が׉ᩊなᎍにƭいては、ע؏˰ൟのң力をࢽて、

一଺ᆆ᠃を行Əものとする。特に、ᢤᩊ行ѣ要ૅੲᎍにƭいて、ᢤᩊ行ѣ要ૅੲᎍ

Ӹቐを෇用し、ᢤᩊૅੲሁ᧙̞ᎍその˂のᎍのң力をࢽて、ܱ଀するものとする。 

Į  ע؏˰ൟのң力によりがたい要ᣐ慮ᎍにƭいては、Ⴤをᡫじて᧸໎ೞ᧙ሁのૅੲ 

を要ᛪし、一଺ᆆ᠃を行Əものとする。 


�� ၏ᨈӏƼᅈ˟ᅦᅍ଀ᚨの一଺ᆆ᠃

၏ᨈሁҔၲೞ᧙の᠃ᨈ、ᅈ˟ᅦᅍ଀ᚨの᠃৑は、Ⴤのң力をࢽて一଺ᆆ᠃の方ඥと

ᆆ᠃έをᛦૢするものとする。 

ᇹᲳራ ӏƼ஌用ሁࠋ定Ȩウእдのᣐܤ
（ޅ᧸ሊ本部ȷෞݣȷғޅȷこどもசஹޅȷ̬ͤҔၲޅൟࠊሊ本部ܴȷݣܹ໎）

è� ܤ定ȨウእдのᣐࠋӏƼ஌用ሁはഏのとƓりとする。 

なƓ、ˌɦに定めがないʙ᪮にƭいては、原子力ᙹС࠻がᅆす「ܤ定Ȩウእдのᣐࠋȷ

஌用に࢘たって」（ˌɦ「ᚐᛟ୿」といƏ。）に基Ʈきܱ଀する。 

１ ஌用ݣᝋᎍ 

 。ᝋとするݣを（。ᎍሁをԃǉנ一଺๛）がਦ定したғ؏ϋのすǂての˰ൟሁ׎

なƓ、ˌɦのᎍにƭいてはᨊく。 

ȷ஌用ɧᢘЏᎍ（Ȩーȉᡯ影д過૓ၐሁ） 

ȷᐯらのॖ࣬で஌用をしないᎍ 

２ ஌用の଺ೞ   

 。Əࢼのਦᅆに׎
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Ჭ ஌用ׅ数、஌用量 


1� ஌用ׅ数 

原Щ 1 ׅとし、ᡲዓ஌用しなくていいよƏに、˰ ൟのᢤᩊሁの᧸ᜱਜ਼ፗをᜒƣることと

する。 


2� ஌用量 

 。ᱫғЎにࣖじてɦ表のとƓりとする࠰、定Ȩウእдの஌用量はܤ

なƓ、˰ൟሁに஌用量のᛟଢを行Ə際には、過й஌用を行ったئ合、副˺用が発ဃ

するӧ能性を᭗めるのǈで、放射性Ȩウእにݣする᧸ᜱјௐがӼɥすることがないこ

とにƭいてᛟଢを行Əものとする。 

ᝋ  ᎍ Ȩウ化ǫȪウム量（OI） ݣ Ȩウ化ǫȪウムᙌд

ૼဃδ 1��3 ǼȪーд
1��3OI�１Ѽ

ဃ１ࢸかஉˌɥᲭബச฼ 32�� ǼȪーд
1��3OI�２ѼӍはǼȪーд（32��OI）１Ѽ

3 ബˌɥ13ബச฼ ᲯᲪ ɺ д 
 � 0 O I � 1 ɺ 

13 ബˌɥ 100 ɺ д 
 � 0 O I � 2 ɺ 

Ხ ᣐࠋӏƼ஌用ئ৑

৑をਦ定ئӏƼ஌用ࠋ定Ȩウእдのᣐܤ、৑の中からئሊ本部ሁは、ˌɦにਫ਼ƛるݣ

するものとし、ਦ定したئ合には、すǈやかに˰ൟሁにԗ知࣋ࡁを׋るものとする。 

なƓ、ਦ定されたئ৑で஌用を行Əことが׉ᩊな要ᣐ慮ᎍሁにƭいては、ৎ別ᣐࠋሁ

のˊஆ৖െを౨᚛するものとする。 

ȷᢤᩊኺែɥにあるࠊᇌの小中学ఄӏƼπൟ᫾ 

ȷᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨のܱ଀ئ৑ 

ȷᢤᩊ৑ 

ȷその˂の଀ᚨ（ғࢫ৑ӏƼ̬ͤᅦᅍǻンターሁ） 

Ჯ ܤ定Ȩウእдのͳᔛȷ᠞ᡛ 


1� ͳᔛ 

ᡆᡮかƭјྙႎにܤ定Ȩウእдの᠞ᡛを行Əため、ͳᔛئ৑をЎ૝さƤる。 


2� ᠞ᡛ 

定Ȩウእд஌用にͳえ、ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗ（1+.1）Ӎはଔ஖᧸ᜱܤሊ本部ሁは、˰ൟሁのݣ

ਜ਼ፗ（1+.２）が発出されることがʖेされるғ؏ϋのᣐࠋӏƼ஌用ئ৑に、あらかじ

めܤ定Ȩウእдの᠞ᡛをਦᅆする。

この際、ʩᡫฑ๛ሁでᡆᡮな᠞ᡛにૅᨦをきたすことがʖेされるئ合には、ෞ

。にዬ࣯᠞ᡛのૅੲを要ᛪするものとする（ᜩͳ部）ޅ᧸

Ჰ Ҕࠖሁの෉ᢔ

定Ȩウእдの஌用にあたって、Ҕࠖを෉ᢔするもܤするݣሊ本部ሁは、˰ൟሁにݣ

のとする。

なƓ、஌用にあたって଺間ႎСኖሁのためҔࠖのПბをࢳƭことがᢘЏでないئ合

ሁにƭいては、ᕤдࠖӍはᎰՃがࣖݣするものとする。

� 


�� ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨

è� ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼè� ቇତᨊ௨にƭいては、「ᅦޢჄ原子力໎ܹ࠼؏ᢤᩊ基本ᚘ

ဒ」に基Ʈき、Ⴤによりܱ଀される。 


�� ᢤᩊ৑

原Щとして、྘ෙ原子力発ᩓ৑から �0 ɛٳחに位ፗするࠊᇌの小中学 （ఄ別表 1） をਦ

定するものとし、ӧ能なᨂりఄғሁのǳミȥニȆǣを単位として受λれできるよƏに

ᣐ慮するものとする。 


�� ᩉ޽˰ൟሁの一଺ᆆ᠃

Ĭ ᩉ޽の˰ൟሁは、ࠊփบᑔӍは๤ᑔሁによりਦ定されたลにᆆ᠃するものとし、 

๤ᑔሁがλลするลにƭいては、一଺ᆆ᠃のਦᅆを行Ə際にあǘƤてਦᅆする。 

ĭ ลからᢤᩊᡚ؏଺౨௹ئ৑ӏƼᢤᩊئ৑までは、ࠊሁがȐスሁをแͳするものと

する。
し   け 

Į ଺化ሁにより、ෙែによりがたいئ合は、Ⴤをᡫじてෙɥ̬࠻ܤのૅੲӍはᐯᘓ 

ᨛの໎ܹ෉ᢔを要ᛪする。 


�� 要ᣐ慮ᎍの一଺ᆆ᠃

Ĭ  要ᣐ慮ᎍのƏƪ、ᐯ力でのᆆ᠃がӧ能なᎍにƭいては、原Щ、ᡈᨩでʈり合ǘƤ

のƏえᐯܼ用៻の̅用を̟すものとする。

ĭ  要ᣐ慮ᎍのƏƪ、ᐯ力でのᆆ᠃が׉ᩊなᎍにƭいては、ע؏˰ൟのң力をࢽて、

一଺ᆆ᠃を行Əものとする。特に、ᢤᩊ行ѣ要ૅੲᎍにƭいて、ᢤᩊ行ѣ要ૅੲᎍ

Ӹቐを෇用し、ᢤᩊૅੲሁ᧙̞ᎍその˂のᎍのң力をࢽて、ܱ଀するものとする。 

Į  ע؏˰ൟのң力によりがたい要ᣐ慮ᎍにƭいては、Ⴤをᡫじて᧸໎ೞ᧙ሁのૅੲ 

を要ᛪし、一଺ᆆ᠃を行Əものとする。 


�� ၏ᨈӏƼᅈ˟ᅦᅍ଀ᚨの一଺ᆆ᠃

၏ᨈሁҔၲೞ᧙の᠃ᨈ、ᅈ˟ᅦᅍ଀ᚨの᠃৑は、Ⴤのң力をࢽて一଺ᆆ᠃の方ඥと

ᆆ᠃έをᛦૢするものとする。 

ᇹᲳራ ӏƼ஌用ሁࠋ定Ȩウእдのᣐܤ
（ޅ᧸ሊ本部ȷෞݣȷғޅȷこどもசஹޅȷ̬ͤҔၲޅൟࠊሊ本部ܴȷݣܹ໎）

è� ܤ定ȨウእдのᣐࠋӏƼ஌用ሁはഏのとƓりとする。 

なƓ、ˌɦに定めがないʙ᪮にƭいては、原子力ᙹС࠻がᅆす「ܤ定Ȩウእдのᣐࠋȷ

஌用に࢘たって」（ˌɦ「ᚐᛟ୿」といƏ。）に基Ʈきܱ଀する。 

１ ஌用ݣᝋᎍ 

 。ᝋとするݣを（。ᎍሁをԃǉנ一଺๛）がਦ定したғ؏ϋのすǂての˰ൟሁ׎

なƓ、ˌɦのᎍにƭいてはᨊく。 

ȷ஌用ɧᢘЏᎍ（Ȩーȉᡯ影д過૓ၐሁ） 

ȷᐯらのॖ࣬で஌用をしないᎍ 

２ ஌用の଺ೞ   

 。Əࢼのਦᅆに׎
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ᇹ１Ცራ ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨（໎ܹݣሊ本部ܴȷ̬ͤҔၲޅȷғݣሊ本部）

ݣにより、᳉᳃᳆に基Ʈく᧸ᜱਜ਼ፗとして、ᢤᩊӍは一଺ᆆ᠃をਦᅆされた˰ൟሁを׎

ᝋにܱ଀されるᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨にƭいては、「ᅦޢჄ原子力໎ܹ࠼؏ᢤᩊ基

本ᚘဒ」に基Ʈき、Ⴤによりܱ଀される。 

なƓ、必要にࣖじて要Ճの෉ᢔሁにƭいてң力するものとする。 

また、Ⴤがᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨のܱ଀ئ৑ሁをਦ定したئ合は、すǈやかに

˰ൟሁにԗ知࣋ࡁを׋るものとする。ݣᝋᎍ、ܱ଀ئ৑ሁにƭいては、「ᅦޢჄ原子力

ᢤᩊ基本ᚘဒ」のᙹ定のᡫりとする。ᛇኬにƭいては、Ⴤが定めるܱ଀৖᪯に؏࠼ܹ໎

Əものとし、ᢤᩊᡚ؏଺౨௹のኽௐ、基แ値をឬえる˰ൟሁにƭいては、Ⴤが定めるࢼ

「原子力໎ܹҔၲマニȥアル」にࢼい、原子力໎ܹਗໜ၏ᨈӍは原子力໎ܹҔၲң力ೞ

᧙へ੿ᡛする。 

（Ӌ考）ᢤᩊᡚ؏଺౨௹によるᨊ௨ሁの基แ（原子力໎ܹݣሊਦᤆ 表Ჭ「1+.と᧸ᜱਜ਼ፗにƭいて」৷ቦ） 

ᢤᩊᡚ؏଺౨௹のܱ଀଺஖ И஖ᚨ定値 ᨊ ௨ ሁ の ಒ 要 

ᢤ ᩊ ଺ β線Ჴ�0�000ERO 

をឬえる

放射性物質のኺӝઅӕによるϋ部ᘮばくと

ႝᐎ൲௨によるٳ部ᘮばくを᧸ഥするた

め、ቇତᨊ௨をܱ଀ 

１かஉࢸの値 β線Ჴ13�000ERO １かஉࢸの値が߼ᚡをឬえるئ合は、必要

にࣖじてҔၲೞ᧙を受ᚮ 

ᇹ１１ራ 原子力໎ܹҔၲ（̬ͤҔၲޅ）

ᢤᩊᡚ؏଺౨௹のኽௐ、ቇତᨊ௨が必要な˰ൟሁにƭいては、Ⴤがܱ଀する原子力໎ܹ

Ҕၲ෇ѣによりࣖݣするものとし、必要にࣖじて要Ճの෉ᢔሁにƭいてң力するものとする。

ᇹ 1２ራ 学ఄሁへのਦᅆӍは要ᛪ（໎ܹݣሊ本部ܴȷこどもசஹޅȷ૙ᏋۀՃ˟）

ӏƼ学ဃࢻへのȗルームПᢋまでにႻ࢘な଺間があり、δᇜ、ဃࠊޢሊ本部ሁは、ᅦݣ

（ˌɦ「ဃࢻሁ」といƏ。）がܤμに࠙ܡすることができるئ合には、ဃࢻሁの放射線にݣ

する᧸ᜱਜ਼ፗ（ދϋᡚᢤӏƼᢤᩊሁ、ܤ定Ȩウእдの஌用）が、̬ᜱᎍのɦでܱ଀される

よƏ学ఄሁにݣしてˌɦのਦᅆӍは要ᛪを行Əものとする。

なƓ、ʙ૏が࣯ᡮにᡶޒするなどのऀれがあるئ合には、学ఄሁの଀ᚨϋにƓけるދϋ

ᡚᢤも考慮するものとする。

ȷɦఄのแͳ Ჴݣሊ本部ሁは、྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、଀ᚨ૤עዬ࣯ʙ७が発ဃした

ことをᙾ知したئ合には、学ఄሁにݣしてऴإ収ᨼ७Ѭの強化ӏƼဃࢻሁ

のɦఄのแͳにƭいてਦᅆӍは要ᛪする。

ȷɦఄのਦᅆӍは要ᛪ Ჴݣሊ本部ሁは、྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて発ဃした原子力໎ܹがᅦޢ

ࢻしてဃݣ合には、学ఄሁにئにも影響をӏǅすことがे定されるࠊ

ሁのɦఄをਦᅆӍは要ᛪする。
― 11 ―
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ᇹ 1Ჭራ ᢤᩊ৑の᧏ᚨӏƼᢃփ（໎ܹݣሊ本部ܴȷӲޅሁȷғݣሊ本部）

ᢤᩊ৑にƭいては、原Щとして྘ෙ原子力発ᩓ৑から �0 ɛٳחに位ፗするࠊᇌの小

中学ఄ（別表１）を᧏ᚨするものとする。これはȗルームのᆆѣሁにより、ᢤᩊした˰ൟ

ሁが࢘ᛆᢤᩊ৑から、ϐ度、ᢤᩊሁを˷Βなくされることを᧸ƙためのਜ਼ፗである。

なƓ、1+. のғ؏のਦ定によっては、࢘ᛆғ؏の˰ൟሁ（ᢤᩊ˰ൟሁ）の人数がᢤᩊ৑

の受λれ人数をឬえるئ合も考えられる。このئ合にƭいては、�0 ɛٳחにあるࠊஊ଀

ᚨሁ（ǳンベンシȧン଀ᚨ、πൟ᫾、ࠊփ˰ܡሁ）を෇用するものとする。

１ ᢤᩊ৑の᧏ᚨ


1� ᧏ᚨவˑ

வˑ᪯位 ϋ ܾ 

ᇹ１ ྘ෙ原子力発ᩓ৑からのႺ線ុᩉが �0 ɛˌɥであり、かƭ、ȗルームのᡶ行方Ӽ

にあたらないע؏ 

ᇹ２
ዬ࣯଺ȢニタȪングのऴإሁをӋ考にして、ȗルームによるͤࡍᘮܹのऀれがない 

؏ע

ᇹᲭ ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨のܱ଀からᢤᩊ৑へのλ৑をό๖に行Əため、ᇹᲲ
ራᲭ
Ჭ� 「ᢤᩊ৑（一଺ᆆ᠃έ）までのɼ要ኺែ」からのᢊᆉがჺいᢤᩊ৑ 


2� ᧏ᚨの৖᪯ሁ

「ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ」（原子力໎ܹݣሊዻ）による。

２ ᢤᩊ৑のᢃփ

「ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ」による。

なƓ、一଺ᆆ᠃に̞るᢤᩊ৑にƭいては、Ⴛ࢘஖間の᧏ᚨを˷Βなくされることがʖ

ेされ、また、ነࠊ޽からのᢤᩊᎍ受λれにƭいても考慮する必要があることから、そ

のᢃփにƭいては、ғࢫ৑のほかμޅғでࣖݣする。

ᇹ 1Ხራ ᢤᩊ৑にƓけるҔၲのᄩ̬とͤࡍሥྸ（̬ͤҔၲޅȷғݣሊ本部）

にӏǅす影響によるࡍͤ、は、ᢤᩊᎍの放射線によるᘮばくや放射性物質による൲௨ࠊ

ɧܤなどにࣖݣするため、Ⴤとᡲઃし、必要にࣖじて૔ᜱ৑ሁのᚨፗ、Ҕࠖ、̬ͤࠖ、Ⴣ

ᜱࠖ、ሥྸ௿᫱ٟሁによる߹ׅͤࡍႻᛩሁをܱ଀するものとする。

ᇹ１Ჯራ 一଺ᆆ᠃έのᄩ̬（˰ܡᣃࠊǈどりޅ）

、ሁへの一଺ᆆ᠃を̟すためܡ˰ሊ本部は、ᢤᩊ৑の˰ൟሁにƭいて、ଔ஖に࣯ࣖˎᚨݣ

「ᅦעࠊޢ؏᧸໎ᚘဒ」（原子力໎ܹݣሊዻ）で定める、一଺ႎなއ˰έとしてのࠊփ˰

。をਦᅆするものとするࣖݣの̓与にƭいて、ᡆᡮなܡ˰の੩̓ӏƼ࣯ࣖˎᚨܡ
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ᇹ１Ცራ ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨（໎ܹݣሊ本部ܴȷ̬ͤҔၲޅȷғݣሊ本部）

ݣにより、᳉᳃᳆に基Ʈく᧸ᜱਜ਼ፗとして、ᢤᩊӍは一଺ᆆ᠃をਦᅆされた˰ൟሁを׎

ᝋにܱ଀されるᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨にƭいては、「ᅦޢჄ原子力໎ܹ࠼؏ᢤᩊ基

本ᚘဒ」に基Ʈき、Ⴤによりܱ଀される。 

なƓ、必要にࣖじて要Ճの෉ᢔሁにƭいてң力するものとする。 

また、Ⴤがᢤᩊᡚ؏଺౨௹ӏƼቇତᨊ௨のܱ଀ئ৑ሁをਦ定したئ合は、すǈやかに

˰ൟሁにԗ知࣋ࡁを׋るものとする。ݣᝋᎍ、ܱ଀ئ৑ሁにƭいては、「ᅦޢჄ原子力

ᢤᩊ基本ᚘဒ」のᙹ定のᡫりとする。ᛇኬにƭいては、Ⴤが定めるܱ଀৖᪯に؏࠼ܹ໎

Əものとし、ᢤᩊᡚ؏଺౨௹のኽௐ、基แ値をឬえる˰ൟሁにƭいては、Ⴤが定めるࢼ

「原子力໎ܹҔၲマニȥアル」にࢼい、原子力໎ܹਗໜ၏ᨈӍは原子力໎ܹҔၲң力ೞ

᧙へ੿ᡛする。 

（Ӌ考）ᢤᩊᡚ؏଺౨௹によるᨊ௨ሁの基แ（原子力໎ܹݣሊਦᤆ 表Ჭ「1+.と᧸ᜱਜ਼ፗにƭいて」৷ቦ） 

ᢤᩊᡚ؏଺౨௹のܱ଀଺஖ И஖ᚨ定値 ᨊ ௨ ሁ の ಒ 要 

ᢤ ᩊ ଺ β線Ჴ�0�000ERO 

をឬえる

放射性物質のኺӝઅӕによるϋ部ᘮばくと

ႝᐎ൲௨によるٳ部ᘮばくを᧸ഥするた

め、ቇତᨊ௨をܱ଀ 

１かஉࢸの値 β線Ჴ13�000ERO １かஉࢸの値が߼ᚡをឬえるئ合は、必要

にࣖじてҔၲೞ᧙を受ᚮ 

ᇹ１１ራ 原子力໎ܹҔၲ（̬ͤҔၲޅ）

ᢤᩊᡚ؏଺౨௹のኽௐ、ቇତᨊ௨が必要な˰ൟሁにƭいては、Ⴤがܱ଀する原子力໎ܹ

Ҕၲ෇ѣによりࣖݣするものとし、必要にࣖじて要Ճの෉ᢔሁにƭいてң力するものとする。

ᇹ 1２ራ 学ఄሁへのਦᅆӍは要ᛪ（໎ܹݣሊ本部ܴȷこどもசஹޅȷ૙ᏋۀՃ˟）

ӏƼ学ဃࢻへのȗルームПᢋまでにႻ࢘な଺間があり、δᇜ、ဃࠊޢሊ本部ሁは、ᅦݣ

（ˌɦ「ဃࢻሁ」といƏ。）がܤμに࠙ܡすることができるئ合には、ဃࢻሁの放射線にݣ

する᧸ᜱਜ਼ፗ（ދϋᡚᢤӏƼᢤᩊሁ、ܤ定Ȩウእдの஌用）が、̬ᜱᎍのɦでܱ଀される

よƏ学ఄሁにݣしてˌɦのਦᅆӍは要ᛪを行Əものとする。

なƓ、ʙ૏が࣯ᡮにᡶޒするなどのऀれがあるئ合には、学ఄሁの଀ᚨϋにƓけるދϋ

ᡚᢤも考慮するものとする。

ȷɦఄのแͳ Ჴݣሊ本部ሁは、྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて、଀ᚨ૤עዬ࣯ʙ७が発ဃした

ことをᙾ知したئ合には、学ఄሁにݣしてऴإ収ᨼ७Ѭの強化ӏƼဃࢻሁ

のɦఄのแͳにƭいてਦᅆӍは要ᛪする。

ȷɦఄのਦᅆӍは要ᛪ Ჴݣሊ本部ሁは、྘ෙ原子力発ᩓ৑にƓいて発ဃした原子力໎ܹがᅦޢ

ࢻしてဃݣ合には、学ఄሁにئにも影響をӏǅすことがे定されるࠊ

ሁのɦఄをਦᅆӍは要ᛪする。
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ᇹ１Ჰራ ग़ྜྷѣ物の̬ᜱ（̬ͤҔၲޅ）

は、ჄӏƼྎҔࠖ˟ሁ᧙ׇ̞体とң力し、᫫いɼのᢤᩊሁに同行したग़ྜྷѣ物にƭいࠊ

て̬ᜱを行Əとともに、ᢘദ᫫ᏋのਦݰやǱーǸのᄩ̬を行Əなど、ᢤᩊ৑の࿢ؾफ化の

᧸ഥとग़ྜྷѣ物の᫫Ꮛ࿢ؾのዜਤにѐめるものとする。
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1� 

྘ෙ原子力発ᩓ৑から �0 ɛٳחに位ፗするᢤᩊ৑一ᚁ（ࠊᇌ小中学ఄ） （別表１）

番号 名        称 区 所 在 地 電話番号 
面積 

（㎡） 
受入人員 

（４㎡/人） 

1 㟷ⴥ小学校講堂兼体育館 東区 㟷ⴥ 3-9-1 691-2301 708  177  

2 㤶᳝小学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝㥐๓ 3-2-1 681-7231 501  125  

3 㤶᳝ୗ原小学校講堂兼体育館 東区 ୗ原 1-4-1 682-3906 525  131  

4 㤶᳝὾小学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝὾ 2-2-2 672-8511 505  126  

5 㤶᳝東小学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝ྎ 1-9-1 681-1511 708  177  

6 㤶住丘小学校講堂兼体育館 東区 㤶住䜿丘 3-10-1 681-3511 509  127  

7 㤶㝠小学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝὾ 4-3-2 682-0022 708  177  

8 城὾小学校講堂兼体育館 東区 城὾ᅋ地 31-1 661-6915 708  177  

9 多䚻Ⰻ小学校講堂兼体育館 東区 多䚻Ⰻ 1-56-1 691-3361 599  149  

10 ↷ⴥ小学校䞉↷ⴥ中学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝↷ⴥ 2-2-1 681-1310 1㻘837  459  

11 ↷ⴥ໭小学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝↷ⴥ 7-5-1 692-2522 780  195  

12 ↷ⴥ䛿䜀䛯䛝小学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝↷ⴥ 6-5-35 710-8144 3㻘300  825  

13 ༓᪩小学校講堂兼体育館 東区 ༓᪩ 3-13-1 681-0831 594  148  

14 ༓᪩西小学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝὾ 1-4-1 682-1089 514  128  

15 名ᓥ小学校講堂兼体育館 東区 名ᓥ 5-5-1 681-3366 599  149  

16 ዉ多小学校講堂兼体育館 東区 ዉ多ᅋ地 40-1 607-7177 708  177  

17 ⟽ᓮ小学校講堂兼体育館 東区 ⟽ᓮ 2-2-45 651-3190 505  126  

18 ⟋ᯇ小学校講堂兼体育館 東区 㒓ཱྀ⏫ 16-1 621-1692 599  149  

19 ඵ田小学校講堂兼体育館 東区 ඵ田 2-15-1 671-4080 708  177  

20 東⟽ᓮ小学校講堂兼体育館 東区 ⟽ᓮ 5-11-20 641-9351 514  128  

21 㤿ฟ小学校講堂兼体育館 東区 㤿ฟ 1-12-27 641-6588 537  134  

22 ⯙ᯇ原小学校講堂兼体育館 東区 ⯙ᯇ原 5-19-1 671-6171 708  177  

23 ᯇᓥ小学校講堂兼体育館 東区 ᯇᓥ 1-39-1 612-5511 708  177  

24 三Ɫ小学校講堂兼体育館 東区 三Ɫ 7-2-1 606-6075 708  177  

25 ⨾和ྎ小学校講堂兼体育館 東区 ⨾和ྎ 2-25-1 606-4755 708  177  

26 若宮小学校講堂兼体育館 東区 若宮 3-12-1 661-6655 708  177  

27 和ⓑ小学校講堂兼体育館 東区 塩὾ 1-6-1 606-2061 708  177  

28 和ⓑ東小学校講堂兼体育館 東区 高⨾ྎ 2-8-1 607-0621 708  177  

29 㟷ⴥ中学校講堂兼体育館 東区 㟷ⴥ 3-7-1 691-9386 923  230  

30 㤶᳝➨䠍中学校講堂兼体育館 東区 ༓᪩ 3-12-1 681-0765 600  150  

31 㤶᳝➨䠎中学校講堂兼体育館 東区 㤶住䜿丘 1-8-1 661-2073 845  211  

32 㤶᳝➨䠏中学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝㥐東 3-33-1 662-7668 643  160  

33 城㤶中学校講堂兼体育館 東区 㤶᳝὾ 2-2-1 662-0765 643  160  

34 多䚻Ⰻ中学校講堂兼体育館 東区 水㇂ 1-18-1 681-1638 845  211  

35 多䚻Ⰻ中央中学校講堂兼体育館 東区 多䚻Ⰻ 1-51-1 691-3911 845  211  

36 ⟽ᓮ中学校講堂兼体育館 東区 ⟋ᯇ 4-21-22 611-2296 570  142  

37 ⟽ᓮ清ᯇ中学校講堂兼体育館 東区 ᯇ田 2-3-1 612-1237 915  228  

38 ⚟ᒸ中学校講堂兼体育館 東区 㤿ฟ 3-11-1 641-6685 600  150  

39 ᯇᓮ中学校講堂兼体育館 東区 ᯇᓮ 1-52-1 682-0031 923  230  

40 和ⓑ中学校講堂兼体育館 東区 三Ɫ 1-10-1 606-5031 845  211  

41 和ⓑ丘中学校講堂兼体育館 東区 和ⓑ丘 3-13-1 606-7611 845  211  
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ᇹ１Ჰራ ग़ྜྷѣ物の̬ᜱ（̬ͤҔၲޅ）

は、ჄӏƼྎҔࠖ˟ሁ᧙ׇ̞体とң力し、᫫いɼのᢤᩊሁに同行したग़ྜྷѣ物にƭいࠊ

て̬ᜱを行Əとともに、ᢘദ᫫ᏋのਦݰやǱーǸのᄩ̬を行Əなど、ᢤᩊ৑の࿢ؾफ化の

᧸ഥとग़ྜྷѣ物の᫫Ꮛ࿢ؾのዜਤにѐめるものとする。
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1� 

྘ෙ原子力発ᩓ৑から �0 ɛٳחに位ፗするᢤᩊ৑一ᚁ（ࠊᇌ小中学ఄ） （別表１）

番号 名        称 区 所 在 地 電話番号 
面積

（㎡） 
受入人員

（４㎡/人） 

42 ᯈ௜小学校講堂兼体育館 ༤多区 㯏野 2-3-1 581-0072 504  126  

43 ᯈ௜໭小学校講堂兼体育館 ༤多区 ᯈ௜ 2-2-20 451-5022 512  128  

44 ሀ⢑小学校講堂兼体育館 ༤多区 ༤多㥐東 1-8-1 431-4194 520  130  

45 三筑小学校講堂兼体育館 ༤多区 三筑 2-9-1 501-8740 589  147  

46 住吉小学校䞉中学校講堂兼体育館 ༤多区 ⨾野ᓥ 3-22-7 431-2739 975  243  

47 ᪧ住吉小学校講堂兼体育館 ༤多区 住吉 4-18-1 - 1㻘012  253  

48 ༓௦小学校講堂兼体育館 ༤多区 東බᅬ 8-1 651-3070 504  126  

49 ᭶㝰小学校講堂兼体育館 ༤多区 ᭶㝰 3-30-1 503-5321 522  130  

50 東ග小学校講堂兼体育館 ༤多区 東ẚᜨ 2-21-1 411-2498 503  125  

51 㑣⌃小学校講堂兼体育館 ༤多区 㑣⌃ 3-10-1 431-4979 780  195  

52 㑣⌃南小学校講堂兼体育館 ༤多区 ඖ⏫ 3-1-1 581-0208 596  149  

53 ༤多小学校講堂兼体育館 ༤多区 ዉⰋ屋⏫ 1-38 291-2001 725  181  

54 春住小学校講堂兼体育館 ༤多区 ༤多㥐南 5-3-1 431-2315 511  127  

55 東住吉小学校講堂兼体育館 ༤多区 ༤多㥐南 2-6-1 431-0634 599  149  

56 東᭶㝰小学校講堂兼体育館 ༤多区 東᭶㝰 4-17-1 504-0550 708  177  

57 東吉ሯ小学校講堂兼体育館 ༤多区 吉ሯ 6-8-11 611-7671 504  126  

58 ᖍ田小学校講堂兼体育館 ༤多区 ✵ ๓ 4-17-1 611-4706 522  130  

59 弥⏕小学校講堂兼体育館 ༤多区 㑣⌃ 4-9-1 451-1935 503  125  

60 吉ሯ小学校講堂兼体育館 ༤多区 吉ሯ 2-21-54 611-0938 504  126  

61 ᯈ௜中学校講堂兼体育館 ༤多区 井┦田 2-1-20 575-1791 832  208  

62 三筑中学校講堂兼体育館 ༤多区 三筑 1-10-1 581-1308 845  211  

63 ༓௦中学校講堂兼体育館 ༤多区 ༓௦ 4-17-47 641-4531 675  168  

64 東ග中学校講堂兼体育館 ༤多区 東ග 2-15-1 411-2935 666  166  

65 㑣⌃中学校講堂兼体育館 ༤多区 㑣⌃ 2-18-1 431-2338 589  147  

66 ༤多中学校講堂兼体育館 ༤多区 ᑐ㤿小㊰ 13-40 281-6644 620  155  

67 東住吉中学校講堂兼体育館 ༤多区 ༤多㥐南 2-5-1 431-6064 845  211  

68 ᖍ田中学校講堂兼体育館 ༤多区 東平尾 3-3-1 611-0867 620  155  

69 吉ሯ中学校講堂兼体育館 ༤多区 吉ሯ 5-10-6 621-9163 590  147  

70 ㉥ᆏ小学校講堂兼体育館 中央区 ㉥ᆏ 2-5-20 721-1636 708  177  

71 小笹小学校講堂兼体育館 中央区 平和 5-13-1 522-8217 527  131  

72 ⲡ䞄Ụ小学校講堂兼体育館 中央区 ⲡ㤶Ụ 2-3-5 771-3815 509  127  

73 ㆙ᅛ小学校講堂兼体育館 中央区 ㆙ᅛ 1-11-1 741-3664 505  126  

74 笹丘小学校講堂兼体育館 中央区 笹丘 2-25-1 731-0756 708  177  

75 高宮小学校講堂兼体育館 中央区 ⓑ㔠 2-15-40 522-8213 708  177  

76 ᙜோ小学校講堂兼体育館 中央区 ၈人⏫ 3-1-45 741-2701 775  193  

77 春吉小学校講堂兼体育館 中央区 春吉 1-17-38 751-6386 515  128  

78 平尾小学校講堂兼体育館 中央区 平尾 3-29-1 522-8215 504  126  

79 ⚟὾小学校講堂兼体育館 中央区 ⚟὾ 1-2-1 771-0125 708  177  

80 南ᙜோ小学校講堂兼体育館 中央区 㫽㣫 2-4-61 741-8792 708  177  

81 ⯙鶴小学校䞉中学校講堂兼体育館 中央区 ⯙鶴 2-6-1 741-6322 1㻘000  250  

82 ㆙ᅛ中学校講堂兼体育館 中央区 ㉥ᆏ 2-5-23 771-2031 714  178  

83 平尾中学校講堂兼体育館 中央区 平和 5-11-1 521-1768 643  160  
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1� 

྘ෙ原子力発ᩓ৑から �0 ɛٳחに位ፗするᢤᩊ৑一ᚁ（ࠊᇌ小中学ఄ） （別表１）

番号 名        称 区 所 在 地 電話番号 
面積 

（㎡） 
受入人員 

（４㎡/人） 

84 友泉中学校講堂兼体育館 中央区 笹丘 1-22-1 751-2388 845  211  

85 大池小学校講堂兼体育館 南区 多賀 2-8-1 561-1016 506  126  

86 大楠小学校講堂兼体育館 南区 大楠 3-10-1 522-8211 708  177  

87 曰佐小学校講堂兼体育館 南区 横手 3-42-1 591-5028 599  149  

88 柏原小学校講堂兼体育館 南区 柏原 5-21-1 565-4555 708  177  

89 塩原小学校講堂兼体育館 南区 塩原 1-27-1 551-1355 505  126  

90 高木小学校講堂兼体育館 南区 高木 3-11-1 501-7521 780  195  

91 玉川小学校講堂兼体育館 南区 向野 1-5-1 541-5331 708  177  

92 筑紫丘小学校講堂兼体育館 南区 南大橋 1-13-1 551-1572 505  126  

93 鶴田小学校講堂兼体育館 南区 鶴田 3-7-1 566-5677 708  177  

94 長住小学校講堂兼体育館 南区 長住 4-5-39 541-2931 505  126  

95 長丘小学校講堂兼体育館 南区 長丘 2-22-42 511-1350 708  177  

96 西高宮小学校講堂兼体育館 南区 平和 1-6-55 531-8136 708  177  

97 西長住小学校講堂兼体育館 南区 西長住 1-9-20 512-1335 708  177  

98 西花畑小学校講堂兼体育館 南区 桧原 2-20-1 565-1573 505  126  

99 野多目小学校講堂兼体育館 南区 野多目 2-6-1 565-7651 517  129  

100 花畑小学校講堂兼体育館 南区 花畑 3-34-1 565-4983 504  126  

101 東花畑小学校講堂兼体育館 南区 屋形原 2-23-1 566-7700 708  177  

102 東若久小学校講堂兼体育館 南区 若久 3-37-1 561-8020 708  177  

103 三宅小学校講堂兼体育館 南区 三宅 2-23-1 541-6468 506  126  

104 宮竹小学校講堂兼体育館 南区 井尻 1-1-1 581-0361 599  149  

105 弥永小学校講堂兼体育館 南区 弥永 4-2-1 581-5585 708  177  

106 弥永西小学校講堂兼体育館 南区 弥永 2-10-1 585-1556 708  177  

107 横手小学校講堂兼体育館 南区 横手 4-22-1 501-9275 708  177  

108 老司小学校講堂兼体育館 南区 老司 3-2-1 565-2529 505  126  

109 若久小学校講堂兼体育館 南区 若久 1-12-1 541-4210 511  127  

110 曰佐中学校講堂兼体育館 南区 日佐 3-7-1 501-2043 845  211  

111 柏原中学校講堂兼体育館 南区 柏原 1-8-1 566-1181 643  160  

112 高宮中学校講堂兼体育館 南区 大楠 3-11-1 531-2631 643  160  

113 筑紫丘中学校講堂兼体育館 南区 筑紫丘 2-28-1 541-4831 620  155  

114 長丘中学校講堂兼体育館 南区 長丘 2-26-1 561-7866 845  211  

115 野間中学校講堂兼体育館 南区 筑紫丘 2-2-1 542-6388 923  230  

116 花畑中学校講堂兼体育館 南区 桧原 2-21-1 565-0901 845  211  

117 春吉中学校講堂兼体育館 南区 清水 4-21-50 551-4411 867  216  

118 三宅中学校講堂兼体育館 南区 大橋 3-18-1 551-3535 570  142  

119 宮竹中学校講堂兼体育館 南区 五十川 1-4-1 481-5781 923  230  

120 横手中学校講堂兼体育館 南区 横手 4-16-1 501-6451 916  229  

121 老司中学校講堂兼体育館 南区 老司 3-37-1 565-1960 926  231  

122 堤小学校講堂兼体育館 城南区 樋井川 6-27-56 861-2785 708  177  

123 堤丘小学校講堂兼体育館 城南区 堤 1-16-1 863-7611 588  147  

124 長尾小学校講堂兼体育館 城南区 長尾 5-1-1 871-2271 708  177  

125 長尾中学校講堂兼体育館 城南区 樋井川 4-13-1 871-2998 845  211  

1� 

྘ෙ原子力発ᩓ৑から �0 ɛٳחに位ፗするᢤᩊ৑一ᚁ（ࠊᇌ小中学ఄ） （別表１）

番号 名        称 区 所 在 地 電話番号 
面積

（㎡） 
受入人員

（４㎡/人） 

42 ᯈ௜小学校講堂兼体育館 ༤多区 㯏野 2-3-1 581-0072 504  126  

43 ᯈ௜໭小学校講堂兼体育館 ༤多区 ᯈ௜ 2-2-20 451-5022 512  128  

44 ሀ⢑小学校講堂兼体育館 ༤多区 ༤多㥐東 1-8-1 431-4194 520  130  

45 三筑小学校講堂兼体育館 ༤多区 三筑 2-9-1 501-8740 589  147  

46 住吉小学校䞉中学校講堂兼体育館 ༤多区 ⨾野ᓥ 3-22-7 431-2739 975  243  

47 ᪧ住吉小学校講堂兼体育館 ༤多区 住吉 4-18-1 - 1㻘012  253  

48 ༓௦小学校講堂兼体育館 ༤多区 東බᅬ 8-1 651-3070 504  126  

49 ᭶㝰小学校講堂兼体育館 ༤多区 ᭶㝰 3-30-1 503-5321 522  130  

50 東ග小学校講堂兼体育館 ༤多区 東ẚᜨ 2-21-1 411-2498 503  125  

51 㑣⌃小学校講堂兼体育館 ༤多区 㑣⌃ 3-10-1 431-4979 780  195  

52 㑣⌃南小学校講堂兼体育館 ༤多区 ඖ⏫ 3-1-1 581-0208 596  149  

53 ༤多小学校講堂兼体育館 ༤多区 ዉⰋ屋⏫ 1-38 291-2001 725  181  

54 春住小学校講堂兼体育館 ༤多区 ༤多㥐南 5-3-1 431-2315 511  127  

55 東住吉小学校講堂兼体育館 ༤多区 ༤多㥐南 2-6-1 431-0634 599  149  

56 東᭶㝰小学校講堂兼体育館 ༤多区 東᭶㝰 4-17-1 504-0550 708  177  

57 東吉ሯ小学校講堂兼体育館 ༤多区 吉ሯ 6-8-11 611-7671 504  126  

58 ᖍ田小学校講堂兼体育館 ༤多区 ✵ ๓ 4-17-1 611-4706 522  130  

59 弥⏕小学校講堂兼体育館 ༤多区 㑣⌃ 4-9-1 451-1935 503  125  

60 吉ሯ小学校講堂兼体育館 ༤多区 吉ሯ 2-21-54 611-0938 504  126  

61 ᯈ௜中学校講堂兼体育館 ༤多区 井┦田 2-1-20 575-1791 832  208  

62 三筑中学校講堂兼体育館 ༤多区 三筑 1-10-1 581-1308 845  211  

63 ༓௦中学校講堂兼体育館 ༤多区 ༓௦ 4-17-47 641-4531 675  168  

64 東ග中学校講堂兼体育館 ༤多区 東ග 2-15-1 411-2935 666  166  

65 㑣⌃中学校講堂兼体育館 ༤多区 㑣⌃ 2-18-1 431-2338 589  147  

66 ༤多中学校講堂兼体育館 ༤多区 ᑐ㤿小㊰ 13-40 281-6644 620  155  

67 東住吉中学校講堂兼体育館 ༤多区 ༤多㥐南 2-5-1 431-6064 845  211  

68 ᖍ田中学校講堂兼体育館 ༤多区 東平尾 3-3-1 611-0867 620  155  

69 吉ሯ中学校講堂兼体育館 ༤多区 吉ሯ 5-10-6 621-9163 590  147  

70 ㉥ᆏ小学校講堂兼体育館 中央区 ㉥ᆏ 2-5-20 721-1636 708  177  

71 小笹小学校講堂兼体育館 中央区 平和 5-13-1 522-8217 527  131  

72 ⲡ䞄Ụ小学校講堂兼体育館 中央区 ⲡ㤶Ụ 2-3-5 771-3815 509  127  

73 ㆙ᅛ小学校講堂兼体育館 中央区 ㆙ᅛ 1-11-1 741-3664 505  126  

74 笹丘小学校講堂兼体育館 中央区 笹丘 2-25-1 731-0756 708  177  

75 高宮小学校講堂兼体育館 中央区 ⓑ㔠 2-15-40 522-8213 708  177  

76 ᙜோ小学校講堂兼体育館 中央区 ၈人⏫ 3-1-45 741-2701 775  193  

77 春吉小学校講堂兼体育館 中央区 春吉 1-17-38 751-6386 515  128  

78 平尾小学校講堂兼体育館 中央区 平尾 3-29-1 522-8215 504  126  

79 ⚟὾小学校講堂兼体育館 中央区 ⚟὾ 1-2-1 771-0125 708  177  

80 南ᙜோ小学校講堂兼体育館 中央区 㫽㣫 2-4-61 741-8792 708  177  

81 ⯙鶴小学校䞉中学校講堂兼体育館 中央区 ⯙鶴 2-6-1 741-6322 1㻘000  250  

82 ㆙ᅛ中学校講堂兼体育館 中央区 ㉥ᆏ 2-5-23 771-2031 714  178  

83 平尾中学校講堂兼体育館 中央区 平和 5-11-1 521-1768 643  160  
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Ƃ 用 ᛖ の ᛟ ଢ ƃ

用 ᛖ ᚐ ᛟ 

2#<（2TGECWVKQPCTy #EVKQP <QPG） 

（ʖ᧸ႎ᧸ᜱਜ਼ፗをแͳするғ؏）

原子力଀ᚨからƓƓǉƶҞࢲ �MO 

原子力໎ܹが発ဃしたئ合、放射線ᘮばくによる᣻ሶ

なᄩ定ႎ影響をׅᢤしӍはஇ小化するため、ұ଺ᢤᩊを

ܱ଀するሁ、放射性物質の࿢ؾへの放出Эのെ᨞からʖ

᧸ႎに᧸ᜱਜ਼ፗをแͳするғ؏ 

è１72<（7TIGPV 2TQVGEVKvG #EVKQP 2NCPPKPI <QPG） 

（ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗをแͳするғ؏）

原子力଀ᚨからƓƓǉƶҞ30 ࢲ ɛ 

原子力໎ܹが発ဃしたئ合、放射線ᘮばくによるᄩྙ

ႎ影響のȪスクを˯ถするため、ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗをแͳす

るғ؏ 

è2 ȗルーム 
放射性物質をԃǜƩൢ体ཞӍはቩ子ཞの物質をԃǜƩ

ᆰൢの一ׇで、大ൢとともにᩏのよƏに්れる。 

è31+.1（1RGTCVKQPCN +PVGTvGPVKQP .GvGN） 

（ᢃ用ɥのʼλレベル）

ᆰ間放射線量ྙ�00�Sv�JᲴעɥ1Oでᚘย

 が数଺間をႸᡦにғ؏を特定し、ᢤᩊをܱ଀׎
èᆆѣが׉ᩊな˰ൟሁにƭいては、一଺ދϋᡚᢤをԃǉ。

è�1+.2 ᆰ間放射線量ྙ20�Sv�JᲴעɥ1Oでᚘย 
ဃင物のઅӕを؏ע、が１ଐをႸᡦにғ؏を特定し׎

Сᨂするとともに１ᡵ間ᆉ度ϋにғ؏ϋの˰ൟを一଺ᆆ

᠃する。 

1+.� ᢤᩊᡚ؏଺౨௹基แ 

ᢤᩊ଺のβ線Ჴ�0�000EROឬ

１かஉࢸのβ線Ჴ13�000EROឬ

è� ዬ࣯଺ȢニタȪングሁ 原子力໎ܹによる࿢ؾ放射線のཞඞに᧙するऴإ収ᨼ 
と1+.に基Ʈく᧸ᜱਜ਼ፗのܱ଀のЙૺ、˰ൟと࿢ؾへの

放射線影響のᚸ̖を行Əために଺間ႎȷᆰ間ႎにᡲዓし

てᆰ間放射線量ྙሁのཞඞをย定するもの。 

è� 同定 ᆰൢ中、൦中やٓםሁからǵンȗルを੔ӕし、そのǵ 
ンȗルにどのよƏな放射性核種がԃまれているかのᄩ定

˺ಅ 

è� ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ 身体の表᩿にƓける放射性物質の˄ბのஊ໯をᄩᛐす

る൲௨౨௹のこと。 

è� ቇତᨊ௨ ბஆえ、ਚきӕりሁのМ用により体表᩿ሁに˄ბした
放射性物質をᨊӊすること。 

人体をᨊ௨するئ合、放射性物質が˄ბしたᘘ類をᏮ

ƙことで൲௨の �0� ˌɥがᨊӊされるとᚕǘれてい

る。 

è� ܤ定Ȩウእд 原子力໎ܹ଺にᆰൢ中に放出されるӧ能性がある放射 
性Ȩウእが身体にӕりᡂまれると、ဍཞᐄにᨼᆢし、ӕ

りᡂまれてから数࠰からҗ数ࢸ࠰にဍཞᐄがǜሁを発ၐ

さƤるӧ能性がある。ܤ定Ȩウእдは、これをʖ᧸する

ために஌用するものである。 

― 17 ―
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表㸰 ྛ⥭ᛴ஦ែ༊ศࡿࡍุ᩿ࢆ㹃㸿Ｌࡢᯟ⤌ࡳについて 

１㸬ຍᅽ水ᆺ㍍水⅔（実用Ⓨ㟁用のものに限る。）に係る原子⅔の㐠転等のための施設（当該施設が⅔

つἲ➨43᮲の３の６➨１㡯➨４ྕの基準に適合しない場合又は原子⅔ᐜ器内に照射῭⇞料㞟合యが

Ꮡᅾしない場合を除く。） 

㆙ ᡄ 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 緊急事態区分における 

措 置 の 概 要

ձ 原子⅔の㐠転中に原子⅔ಖ護ᅇ㊰の1ࣕࢳンࣝࢿから原子⅔೵止ಙྕがⓎಙされ、その≧態が一定時間

⥅⥆された場合において、当該原子⅔೵止ಙྕがⓎಙされた原ᅉを特定できないこと、又は原子⅔の㠀ᖖ೵

止が必要な場合において、原子⅔制ᚚᐊからの制ᚚᲬのᤄ入᧯సにより原子⅔を೵止することができないこ

と、ⱝしくは೵止したことを確ㄆすることができないこと。 

ղ 原子⅔の㐠転中にಖᏳつ定で定められた数値を超える原子⅔෭༷ᮦの₃えいが起こり、定められた時

間内に定められた措置を実施できないこと、又は原子⅔の㐠転中に㠀ᖖ用⅔ᚰ෭༷⿦置のస動を必要とする

原子⅔෭༷ᮦの₃えいがⓎ生すること。 

ճ 原子⅔の㐠転中に⵨ẼⓎ生器࡬の඲ての୺⤥水が೵止した場合において、㟁動補ຓ⤥水࣏ンࣉ又はタ

ーࣅン動補ຓ⤥水࣏ンࣉによる⤥水機⬟が႙ኻすること。

մ 㠀ᖖ用஺ὶẕ線が一となった場合において当該㠀ᖖ用஺ὶẕ線に㟁Ẽを౪⤥する㟁※が一となる≧態

が１５分間以上⥅⥆すること、඲ての㠀ᖖ用஺ὶẕ線からの㟁Ẽの౪⤥が೵止すること、又は外部㟁

※႙ኻが３時間以上⥅⥆すること。 

յ 原子⅔の೵止中に当該原子⅔からṧ␃⇕を除ཤする機⬟の一部が႙ኻすること。 

ն 使用῭⇞料㈓ⶶᵴの水఩が一定の水఩までపୗすること。 

շ 原子⅔制ᚚᐊ及び原子⅔制ᚚᐊ外᧯స┙ᐊからの原子⅔の㐠転や制ᚚに影響を及ࡰすྍ⬟性が生ࡌる

こと。 

ո 原子力事ᴗ所内の㏻ಙのための設備又は原子力事ᴗ所内と原子力事ᴗ所外との㏻ಙのための設備の一

部の機⬟が႙ኻすること。

չ 㔜要区域において、ⅆ災又は⁄
いっ

水がⓎ生し、Ᏻ඲機器等の機⬟の一部が႙ኻするおそれがあること。

պ ⇞料被そ⟶㞀ቨⱝしくは原子⅔෭༷⣔㞀ቨが႙ኻするおそれがあること、又は、⇞料被そ⟶㞀ቨⱝし

くは原子⅔෭༷⣔㞀ቨが႙ኻすること。

ջ 当該原子力事ᴗ所所ᅾᕷ⏫ᮧにおいて、㟈度６ᙅ以上の地㟈がⓎ生した場合。 

ռ 当該原子力事ᴗ所所ᅾᕷ⏫ᮧἢᓊを含むὠἼணሗ区において、኱ὠἼ㆙ሗがⓎ表された場合。 

ս ࢜ンࢺ࢖ࢧ⥲ᣓが㆙ᡄを必要とㄆめる当該原子⅔施設の㔜要なᨾ㞀等がⓎ生した場合。 

վ 当該原子⅔施設において᪂つ制基準で定める設計基準を超える外部事象がⓎ生した場合（❳ᕳ、ὥ水、

ྎ㢼、ⅆᒣ等）。

տ その他原子⅔施設以外に起ᅉする事象が原子⅔施設に影響を及ࡰすおそれがあることをㄆ▱した場合

な࡝ጤဨ㛗又はጤဨ㛗௦行が㆙ᡄ本部の設置が必要と判断した場合。

య制ᵓ⠏や᝟ሗ཰㞟を行

い、住民防護のための準備

を開始する。

施 設 ᩜ 地 緊 急 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 緊急事態区分における 

措 置 の 概 要

ձ 原子⅔の㐠転中に㠀ᖖ用⅔ᚰ෭༷⿦置のస動を必要とする原子⅔෭༷ᮦの₃えいがⓎ生した場合にお

いて、㠀ᖖ用⅔ᚰ෭༷⿦置及びこれと同等の機⬟を᭷する設備のうࡕ当該原子⅔࡬㧗ᅽ又はపᅽで注

入するもののいずれかによる注水が直ࡕにできないこと。 

ղ 原子⅔の㐠転中に⵨ẼⓎ生器࡬の඲ての⤥水機⬟が႙ኻすること。 

ճ ඲ての㠀ᖖ用஺ὶẕ線からの㟁Ẽの౪⤥が೵止し、かつ、その≧態が３㸮分間以上⥅⥆すること。

մ 㠀ᖖ用直ὶẕ線が一となった場合において、当該直ὶẕ線に㟁Ẽを౪⤥する㟁※が一となる≧態が５

分間以上⥅⥆すること。

յ 原子⅔の೵止中に当該原子⅔からṧ␃⇕を除ཤする機⬟が႙ኻすること。 

ն 使用῭⇞料㈓ⶶᵴの水఩を⥔ᣢできないこと、又は当該㈓ⶶᵴの水఩を⥔ᣢできていないおそれがあ

る場合において、当該㈓ⶶᵴの水఩を測定できないこと。 

շ 原子⅔制ᚚᐊ及び原子⅔制ᚚᐊ外᧯స┙ᐊの⎔ቃがᝏ化することにより原子⅔の制ᚚにᨭ㞀が生ࡌる

こと、又は原子⅔ⱝしくは使用῭⇞料㈓ⶶᵴに異ᖖがⓎ生した場合において、原子⅔制ᚚᐊに設置す

る原子⅔施設の≧態を表♧する⿦置ⱝしくは原子⅔施設の異ᖖを表♧する㆙ሗ⿦置の機⬟の一部が႙ኻ

すること。 

ո 原子力事ᴗ所内の㏻ಙのための設備又は原子力事ᴗ所内と原子力事ᴗ所外との㏻ಙのための設備の඲

ての機⬟が႙ኻすること。

չ ⅆ災又は⁄
いっ

水がⓎ生し、Ᏻ඲機器等の機⬟の一部が႙ኻすること。 

պ 原子⅔᱁⣡ᐜ器内のᅽ力又は 度の上᪼率が一定時間にわたって㏻ᖖの㐠転及び೵止中において᝿定

される上᪼率を超えること。

ջ ⅔ᚰのᦆയがⓎ生していない場合において、原子⅔᱁⣡ᐜ器ᅽ力㏨がし⿦置を使用すること。

ռ ⇞料被そ⟶の㞀ቨが႙ኻした場合において原子⅔෭༷⣔の㞀ቨが႙ኻするおそれがあること、⇞料被

そ⟶の㞀ቨ及び原子⅔෭༷⣔の㞀ቨが႙ኻするおそれがあること、又は⇞料被そ⟶の㞀ቨⱝ

しくは原子⅔෭༷⣔の㞀ቨが႙ኻするおそれがある場合において原子⅔᱁⣡ᐜ器の㞀ቨが႙ኻすること。

ս 原子力事ᴗ所の区域のቃ⏺௜㏆等において原災ἲ➨１㸮᮲に基づく㏻ሗの判断基準としてᨻ௧等で定

める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事ᴗ所外㐠ᦙに係る場合を除く。）。

վ その他原子⅔施設以外に起ᅉする事象が原子⅔施設に影響を及ࡰすおそれがあること等放射性物質又

は放射線が原子力事ᴗ所外࡬放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事ᴗ所࿘㎶において、

緊急事態に備えた防護措置の準備及び防護措置の一部の実施を開始する必要がある事象がⓎ生するこ

と。

㹎Ａ㹘内の住民等の避難

準備、及び早期に実施が必

要な住民避難等の防護措

置を行う。

1� 1� 

Ƃ 用 ᛖ の ᛟ ଢ ƃ

用 ᛖ ᚐ ᛟ 

2#<（2TGECWVKQPCTy #EVKQP <QPG） 

（ʖ᧸ႎ᧸ᜱਜ਼ፗをแͳするғ؏）

原子力଀ᚨからƓƓǉƶҞࢲ �MO 

原子力໎ܹが発ဃしたئ合、放射線ᘮばくによる᣻ሶ

なᄩ定ႎ影響をׅᢤしӍはஇ小化するため、ұ଺ᢤᩊを

ܱ଀するሁ、放射性物質の࿢ؾへの放出Эのെ᨞からʖ

᧸ႎに᧸ᜱਜ਼ፗをแͳするғ؏ 

è１72<（7TIGPV 2TQVGEVKvG #EVKQP 2NCPPKPI <QPG） 

（ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗをแͳするғ؏）

原子力଀ᚨからƓƓǉƶҞ30 ࢲ ɛ 

原子力໎ܹが発ဃしたئ合、放射線ᘮばくによるᄩྙ

ႎ影響のȪスクを˯ถするため、ዬ࣯᧸ᜱਜ਼ፗをแͳす

るғ؏ 

è2 ȗルーム 
放射性物質をԃǜƩൢ体ཞӍはቩ子ཞの物質をԃǜƩ

ᆰൢの一ׇで、大ൢとともにᩏのよƏに්れる。 

è31+.1（1RGTCVKQPCN +PVGTvGPVKQP .GvGN） 

（ᢃ用ɥのʼλレベル）

ᆰ間放射線量ྙ�00�Sv�JᲴעɥ1Oでᚘย

 が数଺間をႸᡦにғ؏を特定し、ᢤᩊをܱ଀׎
èᆆѣが׉ᩊな˰ൟሁにƭいては、一଺ދϋᡚᢤをԃǉ。

è�1+.2 ᆰ間放射線量ྙ20�Sv�JᲴעɥ1Oでᚘย 
ဃင物のઅӕを؏ע、が１ଐをႸᡦにғ؏を特定し׎

Сᨂするとともに１ᡵ間ᆉ度ϋにғ؏ϋの˰ൟを一଺ᆆ

᠃する。 

1+.� ᢤᩊᡚ؏଺౨௹基แ 

ᢤᩊ଺のβ線Ჴ�0�000EROឬ

１かஉࢸのβ線Ჴ13�000EROឬ

è� ዬ࣯଺ȢニタȪングሁ 原子力໎ܹによる࿢ؾ放射線のཞඞに᧙するऴإ収ᨼ 
と1+.に基Ʈく᧸ᜱਜ਼ፗのܱ଀のЙૺ、˰ൟと࿢ؾへの

放射線影響のᚸ̖を行Əために଺間ႎȷᆰ間ႎにᡲዓし

てᆰ間放射線量ྙሁのཞඞをย定するもの。 

è� 同定 ᆰൢ中、൦中やٓםሁからǵンȗルを੔ӕし、そのǵ 
ンȗルにどのよƏな放射性核種がԃまれているかのᄩ定

˺ಅ 

è� ᢤᩊᡚ؏଺౨௹ 身体の表᩿にƓける放射性物質の˄ბのஊ໯をᄩᛐす

る൲௨౨௹のこと。 

è� ቇତᨊ௨ ბஆえ、ਚきӕりሁのМ用により体表᩿ሁに˄ბした
放射性物質をᨊӊすること。 

人体をᨊ௨するئ合、放射性物質が˄ბしたᘘ類をᏮ

ƙことで൲௨の �0� ˌɥがᨊӊされるとᚕǘれてい

る。 

è� ܤ定Ȩウእд 原子力໎ܹ଺にᆰൢ中に放出されるӧ能性がある放射 
性Ȩウእが身体にӕりᡂまれると、ဍཞᐄにᨼᆢし、ӕ

りᡂまれてから数࠰からҗ数ࢸ࠰にဍཞᐄがǜሁを発ၐ

さƤるӧ能性がある。ܤ定Ȩウእдは、これをʖ᧸する

ために஌用するものである。 
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඲ 面 緊 急 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 緊急事態区分における 

措 置 の 概 要

ձ 原子⅔の㠀ᖖ೵止が必要な場合において、඲ての೵止᧯సにより原子⅔を೵止することができないこと、

又は೵止したことを確ㄆすることができないこと。

ղ 原子⅔の㐠転中に㠀ᖖ用⅔ᚰ෭༷⿦置のస動を必要とする原子⅔෭༷ᮦの₃えいがⓎ生した場合にお

いて、඲ての㠀ᖖ用⅔ᚰ෭༷⿦置及びこれと同等の機⬟を᭷する設備による注水が直ࡕにできないこと。 

ճ 原子⅔の㐠転中に⵨ẼⓎ生器࡬の඲ての⤥水機⬟が႙ኻした場合において、඲ての㠀ᖖ用⅔ᚰ෭༷⿦

置及びこれと同等の機⬟を᭷する設備による注水が直ࡕにできないこと。

մ 原子⅔᱁⣡ᐜ器内のᅽ力又は 度が当該᱁⣡ᐜ器の設計上の᭱㧗使用ᅽ力又は᭱㧗使用 度に㐩する

こと。 

յ ඲ての㠀ᖖ用஺ὶẕ線からの㟁Ẽの౪⤥が೵止し、かつ、その≧態が１時間以上⥅⥆すること。

ն ඲ての㠀ᖖ用直ὶẕ線からの㟁Ẽの౪⤥が೵止し、かつ、その≧態が５分間以上⥅⥆すること。 

շ ⅔ᚰのᦆയのⓎ生を♧す原子⅔᱁⣡ᐜ器内の放射線量又は原子⅔ᐜ器内の出口 度を検▱すること。 

ո ⵨ẼⓎ生器の検査その他の目的で一時的に原子⅔ᐜ器の水఩をୗࡆた≧態で、当該原子⅔からṧ␃⇕

を除ཤする機⬟が႙ኻし、かつ、⇞料取᭰用水㈓ⶶᵴからの注水ができないこと。

չ 使用῭⇞料㈓ⶶᵴの水఩が照射῭⇞料㞟合యの㡬部から上᪉２࣓ーࣝࢺの水఩までపୗすること又は

当該水఩までపୗしているおそれがある場合において、当該㈓ⶶᵴの水఩を測定できないこと。

պ 原子⅔制ᚚᐊが使用できない場合に原子⅔制ᚚᐊ外᧯స┙ᐊが使用できなくなること、又は原子⅔ⱝ

しくは使用῭⇞料㈓ⶶᵴに異ᖖがⓎ生した場合に原子⅔施設の≧態を表♧する඲ての⿦置ⱝしくは原

子⅔施設の異ᖖを表♧する඲ての㆙ሗ⿦置（いずれも原子⅔制ᚚᐊに設置されたものに限る。）が使

用できなくなること。  

ջ ⇞料被そ⟶の㞀ቨ及び原子⅔෭༷⣔の㞀ቨが႙ኻした場合において、原子⅔᱁⣡ᐜ器の㞀ቨが႙ኻす

るおそれがあること。

ռ 原子力事ᴗ所の区域のቃ⏺௜㏆等において原災ἲ➨１５᮲に基づく緊急事態ᐉゝの判断基準としてᨻ

௧等で定める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事ᴗ所外㐠ᦙに係る場合を除く。）。

ս その他原子⅔施設以外に起ᅉする事象が原子⅔施設に影響を及ࡰすこと等放射性物質又は放射線が異

ᖖな水準で原子力事ᴗ所外࡬放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事ᴗ所࿘㎶の住民の避難を開

始する必要がある事象がⓎ生すること。

㹎Ａ㹘内の住民避難等の

防護措置を行うとともに、

㹓㹎㹘及び必要にᛂࡌて

それ以㐲の࿘㎶地域にお

いて、放射性物質放出後の

防護措置実施に備えた準

備を開始する。放射性物

質放出後は、計測される空

間放射線量率な࡝に基づ

く防護措置を実施する。

（原子力災害対策指針より抜粋） 
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２㸬原子⅔の㐠転等のための施設（「原子力災害対策指針」の「表２ ྛ緊急事態区分を判断するＥＡＬ

のᯟ組ࡳについて」にグ㍕の１.から８.までにᥖࡆるものを除く。）

㆙ ᡄ 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 

（ճにᥖࡆるものについては、中部㟁力ᰴᘧ఍♫὾ᒸ原子力Ⓨ㟁所に設置される原子⅔に係る原子⅔の㐠転等のための施設に限る。）

緊急事態区分における

措 置 の 概 要 

ձ 当該原子力事ᴗ所所ᅾᕷ⏫ᮧにおいて、㟈度６ᙅ以上の地㟈がⓎ生した場合。 

ղ 当該原子力事ᴗ所所ᅾᕷ⏫ᮧἢᓊを含むὠἼணሗ区において、኱ὠἼ㆙ሗがⓎ表された場合。 

ճ ᮾᾏ地㟈ண▱᝟ሗ又はᮾᾏ地㟈注意᝟ሗがⓎ表された場合。 

մ ࢜ンࢺ࢖ࢧ⥲ᣓが㆙ᡄを必要とㄆめる当該原子⅔の㐠転等のための施設の㔜要なᨾ㞀等がⓎ生した場合。 

յ その他原子⅔の㐠転等のための施設以外に起ᅉする事象が原子⅔の㐠転等のための施設に影響を及ࡰす

おそれがあることをㄆ▱した場合な࡝、ጤဨ㛗又はጤဨ㛗௦行が㆙ᡄ本部の設置が必要と判断した場合。 

య制ᵓ⠏や᝟ሗ཰㞟を行

い、住民防護のための準

備を開始する。 

施 設 ᩜ 地 緊 急 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 
緊急事態区分における

措 置 の 概 要 

ձ 原子力事ᴗ所の区域のቃ⏺௜㏆等において原災ἲ➨１㸮᮲に基づく㏻ሗの判断基準としてᨻ௧等で定め

る基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事ᴗ所外㐠ᦙに係る場合を除く。）。 

ղ その他原子⅔の㐠転等のための施設以外に起ᅉする事象が原子⅔の㐠転等のための施設に影響を及ࡰす

おそれがあること等放射性物質又は放射線が原子力事ᴗ所外࡬放出され、又は放出されるおそれがあり、

原子力事ᴗ所࿘㎶において、緊急事態に備えた防護措置の準備及び防護措置の一部の実施を開始する必要

がある事象がⓎ生すること。 

㹎Ａ㹘内の住民等の避難

準備、及び早期に実施が

必要な住民避難等の防護

措置を行う。㹓㹎㹘のࡳ

が設定される場合は、㹓

㹎㹘内の住民等の屋内退

避準備等の防護措置を行

う。 

඲ 面 緊 急 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 
緊急事態区分における 

措 置 の 概 要 

ձ 原子力事ᴗ所の区域のቃ⏺௜㏆等において原災ἲ➨１５᮲に基づく緊急事態ᐉゝの判断基準としてᨻ௧

等で定める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事ᴗ所外㐠ᦙに係る場合を除く。）。 

ղ その他原子⅔の㐠転等のための施設以外に起ᅃする事象が原子⅔の㐠転等のための施設に影響を及ࡰす

こと等放射性物質又は放射線が異ᖖな水準で原子力事ᴗ所外࡬放出され、又は放出されるおそれがあり、

原子力事ᴗ所࿘㎶の住民の避難又は屋内退避を開始する必要がある事象がⓎ生すること。 

㹎Ａ㹘内の住民避難等の

防護措ᠲを行うととも

に、㹓㹎㹘及び必要にᛂ

てそれ以㐲の࿘㎶地域ࡌ

において、放射性物質放

出後の防護措置実施に備

えた準備を開始する。放

射性物質放出後は、計測

される空間放射線量率な

に基づく防護措置を実࡝

施する。 

 （原子力災害対策指針より抜粋） 
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඲ 面 緊 急 事 態 を 判 断 す る Ｅ Ａ Ｌ 緊急事態区分における 

措 置 の 概 要

ձ 原子⅔の㠀ᖖ೵止が必要な場合において、඲ての೵止᧯సにより原子⅔を೵止することができないこと、

又は೵止したことを確ㄆすることができないこと。

ղ 原子⅔の㐠転中に㠀ᖖ用⅔ᚰ෭༷⿦置のస動を必要とする原子⅔෭༷ᮦの₃えいがⓎ生した場合にお

いて、඲ての㠀ᖖ用⅔ᚰ෭༷⿦置及びこれと同等の機⬟を᭷する設備による注水が直ࡕにできないこと。 

ճ 原子⅔の㐠転中に⵨ẼⓎ生器࡬の඲ての⤥水機⬟が႙ኻした場合において、඲ての㠀ᖖ用⅔ᚰ෭༷⿦

置及びこれと同等の機⬟を᭷する設備による注水が直ࡕにできないこと。

մ 原子⅔᱁⣡ᐜ器内のᅽ力又は 度が当該᱁⣡ᐜ器の設計上の᭱㧗使用ᅽ力又は᭱㧗使用 度に㐩する

こと。 

յ ඲ての㠀ᖖ用஺ὶẕ線からの㟁Ẽの౪⤥が೵止し、かつ、その≧態が１時間以上⥅⥆すること。

ն ඲ての㠀ᖖ用直ὶẕ線からの㟁Ẽの౪⤥が೵止し、かつ、その≧態が５分間以上⥅⥆すること。 

շ ⅔ᚰのᦆയのⓎ生を♧す原子⅔᱁⣡ᐜ器内の放射線量又は原子⅔ᐜ器内の出口 度を検▱すること。 

ո ⵨ẼⓎ生器の検査その他の目的で一時的に原子⅔ᐜ器の水఩をୗࡆた≧態で、当該原子⅔からṧ␃⇕

を除ཤする機⬟が႙ኻし、かつ、⇞料取᭰用水㈓ⶶᵴからの注水ができないこと。

չ 使用῭⇞料㈓ⶶᵴの水఩が照射῭⇞料㞟合యの㡬部から上᪉２࣓ーࣝࢺの水఩までపୗすること又は

当該水఩までపୗしているおそれがある場合において、当該㈓ⶶᵴの水఩を測定できないこと。

պ 原子⅔制ᚚᐊが使用できない場合に原子⅔制ᚚᐊ外᧯స┙ᐊが使用できなくなること、又は原子⅔ⱝ

しくは使用῭⇞料㈓ⶶᵴに異ᖖがⓎ生した場合に原子⅔施設の≧態を表♧する඲ての⿦置ⱝしくは原

子⅔施設の異ᖖを表♧する඲ての㆙ሗ⿦置（いずれも原子⅔制ᚚᐊに設置されたものに限る。）が使

用できなくなること。  

ջ ⇞料被そ⟶の㞀ቨ及び原子⅔෭༷⣔の㞀ቨが႙ኻした場合において、原子⅔᱁⣡ᐜ器の㞀ቨが႙ኻす

るおそれがあること。

ռ 原子力事ᴗ所の区域のቃ⏺௜㏆等において原災ἲ➨１５᮲に基づく緊急事態ᐉゝの判断基準としてᨻ

௧等で定める基準以上の放射線量又は放射性物質が検出された場合（事ᴗ所外㐠ᦙに係る場合を除く。）。

ս その他原子⅔施設以外に起ᅉする事象が原子⅔施設に影響を及ࡰすこと等放射性物質又は放射線が異

ᖖな水準で原子力事ᴗ所外࡬放出され、又は放出されるおそれがあり、原子力事ᴗ所࿘㎶の住民の避難を開

始する必要がある事象がⓎ生すること。

㹎Ａ㹘内の住民避難等の

防護措置を行うとともに、

㹓㹎㹘及び必要にᛂࡌて

それ以㐲の࿘㎶地域にお

いて、放射性物質放出後の

防護措置実施に備えた準

備を開始する。放射性物

質放出後は、計測される空

間放射線量率な࡝に基づ

く防護措置を実施する。

（原子力災害対策指針より抜粋） 
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2
1

 

表
３
 

Ｏ
Ｉ
Ｌ
と
防
護
措
置
に
つ
い
て
 

基
準

の
種

類
 

基
準

の
概

要
 

初
期

設
定

値
※

1
防

護
措

置
の

概
要

 

緊 急 防 護 措 置

Ｏ
Ｉ

Ｌ
１

 
地

表
面

か
ら

の
放

射
線

、
再

浮
遊

し
た

放
射

性
物

質
の

吸
入

、
不

注
意

な
経

口
摂

取
に

よ
る

被
ば

く
影

響
を

防
止

す
る

た
め

、
住

民
等

を
数

時
間

内
に

避
難

や
屋

内
退

避
等

さ
せ

る
た

め
の

基
準

 

5
0
0
μ

S
v
/
h
 

（
地

上
１

m
で

計
測

し
た

場
合

の
空

間
放

射
線

量
率

※
2
）
 

数
時

間
内

を
目

途
に

区
域

を
特

定
し

、
避

難
等

を
 

実
施
。
(移

動
が
困
難
な
者
の
一
時
屋
内
退
避
を
含

む
）
 

Ｏ
Ｉ

Ｌ
４

 
不

注
意

な
経

口
摂

取
、

皮
膚

汚
染

か
ら

の
外

部
被

ば
く

を
防

止
す

る
た

め
、

除
染

を
講

ず
る

た
め

の
基

準
 

β
線

：
4
0
,
0
0
0
 
c
p
m
※

3

（
皮

膚
か

ら
数

c
m
で

の
検

出
器

の
計

数
率

）
 

避
難

又
は

一
時

移
転

の
基

準
に

基
づ

い
て

避
難

等

し
た

避
難

者
等

に
避

難
退

域
時

検
査

を
実

施
し

て
、

基
準

を
超

え
る

際
は

迅
速

に
簡

易
除

染
等

を

実
施

。
 

β
線

：
1
3
,
0
0
0
 
c
p
m
※

4
【

１
か

月
後

の
値

】
 

（
皮

膚
か

ら
数

c
m
で

の
検

出
器

の
計

数
率

）
 

早 期 防 護 措 置

Ｏ
Ｉ

Ｌ
２

 
地

表
面

か
ら

の
放

射
線

、
再

浮
遊

し
た

放
射

性
物

質
の

吸
入

、
不

注
意

な
経

口
摂

取
に

よ
る

被
ば

く
影

響
を

防
止

す
る

た
め

、
地

域
生

産
物

※
5
の

摂
取

を
制

限
す

る
と

と
も

に
、

住
民

等
を

１
週

間
程

度
内

に
一

時
移

転
さ

せ
る

た
め

の
基

準
 

2
0
μ

S
v
/
h
 

（
地

上
１

m
で

計
測

し
た

場
合

の
空

間
放

射
線

量
率

※
2
）
 

１
日

内
を

目
途

に
区

域
を

特
定

し
、

地
域

生
産

物
 

の
摂

取
を

制
限

す
る

と
と

も
に

、
１

週
間

程
度

内

に
一

時
移

転
を

実
施

。
 

飲 食 物 摂 取 制 限 ※ ９

飲
食

物
に

係
る

 
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

基
準

 

Ｏ
Ｉ

Ｌ
６

に
よ

る
飲

食
物

の
摂

取
制

限
を

判
断

す
る

準
備

と
し

て
、

飲
食

物
中

の
放

射
性

核
種

濃
度

測
定

を
実

施
す

べ
き

地
域

を
特

定
す

る
際

の
基

準
 

0
.
5
μ

S
v
/
h
※

6

（
地

上
１

m
で

計
測

し
た

場
合

の
空

間
放

射
線

量
率

※
2
）
 

数
日

内
を

目
途

に
飲

食
物

中
の

放
射

性
核

種
濃

度
 

を
測

定
す

べ
き

区
域

を
特

定
。

 

Ｏ
Ｉ

Ｌ
６

 
経

口
摂

取
に

よ
る

被
ば

く
影

響
を

防
止

す
る

た
め

、
飲

食
物

の
摂

取
を

制
限

す
る

際
の

基
準

 
核

種
※

7
飲

料
水

 

牛
乳

・
乳

製
品

 
野

菜
類

、
穀

類
、

肉
、

 

卵
、

魚
、

そ
の

他
 

１
週

間
内

を
目

途
に

飲
食

物
中

の
放

射
性

核
種

濃
 

度
の

測
定

と
分

析
を

行
い

、
基

準
を

超
え

る
も

の

に
つ

き
摂

取
制

限
を

迅
速

に
実

施
。

 
放

射
性

ヨ
ウ

素
 

3
0
0
B
q
/
k
g
 

2
,
0
0
0
B
q
/
k
g
※

8

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
 

2
0
0
B
q
/
k
g
 

5
0
0
B
q
/
k
g
 

ﾌ
ﾟ
ﾙ
ﾄ
ﾆ
ｳ
ﾑ
及

び
超

ｳ
ﾗ
ﾝ
 

元
素

の
ｱ
ﾙ
ﾌ
ｧ
核

種
 

1
B
q
/
k
g
 

1
0
B
q
/
k
g
 

ウ
ラ

ン
 

2
0
B
q
/
k
g
 

1
0
0
B
q
/
k
g
 

※
１

「
初

期
設

定
値

」
と

は
緊

急
事

態
当

初
に

用
い

る
OI

Lの
値

で
あ

り
、

地
上

沈
着

し
た

放
射

性
核

種
組

成
が

明
確

に
な

っ
た

時
点

で
必

要
な

場
合

に
は
OI

Lの
初

期
設

定
値

は
改

定
さ

れ
る

。
※
２
 本

値
は
地
上
１
ｍ
で
計
測
し
た
場
合
の
空
間
放
射
線
量
率
で
あ
る
。
実
際
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
空
間
放
射
線
量
率
計
測
機
器
の
設
置
場
所
に
お
け
る
線
量
率
と
地
上
１
ｍ
で
の
線
量
率
と
の
差
異
を
考
慮
し
て
、
判
断
基
準
の
値
を
補
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｏ
Ｉ
Ｌ
１
に
つ
い
て
は
緊
急
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
得
ら
れ
た
空
間
放
射
線
量
率
（
１
時
間
値
）
が
Ｏ
Ｉ
Ｌ
１
の
基
準
値
を
超
え
た
場
合
、
Ｏ
Ｉ
Ｌ
２
に
つ
い
て
は
、
空
間
放
射
線
量
率
の
時
間
的
・
空
間
的
な
変
化
を
参
照
し
つ
つ
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
得
ら
れ
た
空
間
放
射
線
量
率
（
１
時
間
値
）
が
Ｏ
Ｉ
Ｌ
２
の

基
準
値
を
超
え
た
と
き
か
ら
起
算
し
て
お
お
む
ね
１
日
が
経
過
し
た
時
点
の
空
間
放
射
線
量
率
（
１
時
間
値
）
が
Ｏ
Ｉ
Ｌ
２
の
基
準
値
を
超
え
た
場
合
に
、
防
護
措
置
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

※
３

 
我

が
国

に
お

い
て

広
く

用
い

ら
れ

て
い

る
β

線
の
入
射
窓
面
積
が
 2
0
c
m
2
の
検
出
器
を
利
用
し
た
場
合
の
計
数
率
で
あ
り
、
表
面
汚
染
密
度
は
約
 1
2
0
Bq

/
cm

2
相
当
と
な
る
。
 他

の
計
測
器
を
使
用
し
て
測
定
す
る
場
合
に

は
、

こ
の
表
面
汚
染
密
度
か
ら
入
射
窓
面
積
や
検
出
効
率
を
勘
案
し
た
計
数
率
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

※
４

 
※

３
と

同
様

、
表

面
汚

染
密

度
は

約
 
4
0
B
q
/c
m
2
相
当

と
な

り
、

計
測

器
の

仕
様

が
異

な
る

場
合

に
は

、
計

数
率

の
換

算
が

必
要

で
あ

る
。

 

※
５

 
「

地
域

生
産

物
」

と
は

、
放

出
さ

れ
た

放
射

性
物

質
に

よ
り

直
接

汚
染

さ
れ

る
野

外
で

生
産

さ
れ

た
食

品
で

あ
っ

て
、

数
週

間
以

内
に

消
費

さ
れ

る
も

の
（

例
え

ば
野

菜
、

該
当

地
域

の
牧

草
を

食
べ

た
牛

の
乳

）
を

い
う

。
 

※
６

 
実

効
性

を
考

慮
し

て
、

計
測

場
所

の
自

然
放

射
線

に
よ

る
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
に

よ
る

寄
与

も
含

め
た

値
と

す
る

。

※
７

 
そ

の
他

の
核

種
の

設
定

の
必

要
性

も
含

め
て

今
後

検
討

す
る

。
そ

の
際

、
Ｉ

Ａ
Ｅ

Ａ
の

Ｇ
Ｓ

Ｇ
－

２
に

お
け

る
Ｏ

Ｉ
Ｌ

６
を

参
考

と
し

て
数

値
を

設
定

す
る

。

※
８

 
根

菜
、

芋
類

を
除

く
野

菜
類

が
対

象
。

 

※
９
 Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
で
は
、
飲
食
物
摂
取
制
限
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
飲
食
物
中
の
放
射
性
核
種
濃
度
の
測
定
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
暫
定
的
な
飲
食
物
摂
取
制
限
の
実
施
及
び
当
該
測
定
の
対
象
の
決
定
に
係
る
基
準
で
あ
る
Ｏ
Ｉ
Ｌ
３
等
を
設
定
し
て
い
る
が
、
我
が
国
で

は
、
放
射
性
核
種
濃
度
を
測
定
す
べ
き
区
域
を
特
定
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
る
「
飲
食
物
に
係
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
基
準
」
を
定
め
る
。

（
原
子
力
災
害
対
策
指
針
よ
り
抜
粋
）
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放射線の基礎知識（文部科学省発行の副読本から引用）

１ 放射線の種類と性質

放射線には、アルファ（α）線、ベータ（β）線、ガンマ（γ）線、エックス（X） 

線、中性子線などの種類があり、どれも物質を透過する能力をもっていますが、その能

力は放射線の種類によって違います。 

アルファ（α）線は紙 1 枚、ベータ（β）線はアルミニウム板など、材料や厚さを選

ぶことにより遮ることができ、放射線を遮ることを遮へいといいます。 

２ 放射線の単位

放射線は、ある特定の原子核が別の原子核に変化（壊変または崩壊）する際に放出さ

れます。 

「ベクレル（Bq）」は、1秒間に壊変（崩壊）する原子核の数のことで、放射性物質

が放射線を出す能力を表す単位をいいます。数値が大きいほど放射線を放出して壊変す

る原子核の数が多いことになります。 

一方、人体が受けた放射線による影響の度合いを表す単位を「シーベルト（Sv）」と

いい、放射線のエネルギーが物質や人体の組織に吸収された量を表す単位を「グレイ

（Gy）」といいます。 

このため、放射線が人体に与える影響は、放射性物質の放射能の強さ（ベクレル）の

大小を比較するのではなく、放射線の種類やエネルギーの大きさ、放射線を受けた身体の

部位なども考慮した数値

（シーベルト）で比較する

必要があります。

放射性物質の種類によっ

て放出される放射線の種類

やエネルギーが異なるので、

同じ1000 ベクレルの放射

能であっても放射性物質が

違えば、人体に与える影響の

度合い（シーベルト）の大き

さは異なります。
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Ჭ 身のׅりにある放射線 

  ᅶたƪは、ܬܢからྶעにᨀりදƙܬܢ線を受けていて、このܬܢ線は放射線の一種です。᭗

度の᭗い位ፗに行くほど、より多くのܬܢ線を受けることになります。 

  ̊えば、ǸǧットೞでிʮÜニȥーȨーク間をࣄࢮ（ኖ２Ც଺間）した଺のܬܢ線から受ける

放射線量は、ኖ0�2ミȪシーベルト（200マイクȭシーベルト）となります。 

Ხ ٳ部ᘮばくとϋ部ᘮばく 

 放射性物質が体のٳ部にあり、体ٳからᘮばくする（放射

線を受ける）ことを「ٳ部ᘮばく」といいます。一方、放射

性物質が体のϋ部にあり、体ϋからᘮばくすることを「ϋ部

ᘮばく」といいます。 

線などのᐯ໱放射ܬܢからの放射線やע部ᘮばくは、大ٳ 

線と 

エックス（᳒）線જ影などの人߻放射線を受けたり、ბてい

る஌や体の表᩿（ႝᐎ）に放射線物質が˄ბ（൲௨）して放

射線を受けたりすることです。 

 ɢ一、൲௨してしまったئ合は、シȣȯーをෘƼたりඹ

ຩをしたりすればඹい්すことができます。 

 ϋ部ᘮばくは、ᆰൢを吸ったり、൦や᫢物などをઅӕしたりすることにより、それにԃまれ

ている放射性物質が体ϋにӕりᡂまれることによってឪこります。 

 ϋ部ᘮばくを᧸ƙには、放射性物質を体ϋにӕりᡂまないよƏにすることが大Џです。 

Ჯ 放射線から身をܣるには 

、るにはܣ部からの放射線から身をٳ  

放射性物質からុᩉをとる、放射線を受

ける଺間をჺくする、放射線を遮る方ඥ

があります。 

 放射線の量は、放射性物質からのុᩉ

によっても大きく異なり、放射性物質か

らᩉれれば放射線量もถります。 

 ̊えば、ុᩉが２̿になれば放射線量

は、�Ўの1になります。その˂、ᘮばく

する଺間をถらしたり遮へい物をፗいた

りすることにより放射線量をถらすことが 

できます。 
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